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一
　
は
じ
め
に

　
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
で
作
成
さ
れ
た
手
稿
本
群
の
中
に
は
、
サ
フ

ィ
ー
ナ safīna

、
マ
ジ
ュ
ム
ー
ア m

ajm
ūʿa

、
ジ
ュ
ン
グ jung
、
グ

ル
チ
ー
ン gulchīn 

な
ど
の
呼
称
で
呼
ば
れ
る
文
献
類
型
が
存
在
す

る
。
こ
れ
ら
は
一
般
的
に
、
複
数
の
著
者
に
よ
る
様
々
な
分
野
の
作

品
（
そ
の
抜
粋
や
縮
約
版
を
も
含
む
）
を
、
韻
文
と
散
文
の
別
を
問

わ
ず
に
一
つ
に
ま
と
め
た
「
傑
作
集
（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
）」
と
同
義

の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
一
方
で
、
一
人
の
著
者
の
作
品

を
ま
と
め
た
も
の
に
対
し
て
は
、
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン dīw

ān 

や
ク
ッ

リ
ヤ
ー
ト kulliyāt 

な
ど
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
る

（
１
）

）。
傑
作
集
を
作

成
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
中
に
ど
の
よ
う
な
分
野
の
作
品
を
収
録
す

る
の
か
、そ
の
分
野
の
作
品
の
中
か
ら
ど
の
作
品
を
収
録
す
る
の
か
、

抜
粋
を
収
録
す
る
作
品
に
つ
い
て
は
そ
の
中
の
ど
の
部
分
の
テ
ク
ス

ト
を
収
録
す
る
の
か
、
ま
た
、
収
録
す
る
作
品
を
ど
の
よ
う
な
順
番

で
並
べ
る
の
か
、
な
ど
の
点
に
お
い
て
は
、
注
文
者
や
製
作
者
の
意

向
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
そ
の
傑
作
集
が
作

成
さ
れ
た
時
や
場
所
に
お
け
る
手
稿
本
文
化
の
様
相
、
そ
し
て
、
学

知
の
在
り
方
の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
傑
作
集
の
注
文
者
が
時
の
権
力
者
で
あ
っ
た
場
合
、
し
ば
し
ば
そ

　
報
告
二

　
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
け
る
学
芸
保
護
と
学
知

　
　
―
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
の
『
傑
作
集
』
を
中
心
に
―　

大
　
塚

　
　
　
修
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の
外
形
的
な
面
に
お
い
て
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
。
紙
や
装
丁
に
は
豪

華
絢
爛
な
装
飾
が
施
さ
れ
、時
に
絵
画
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
作
例
の
一
部
は
、
こ
れ
ま
で
に
美
術
史
家
た
ち
の
研
究
対
象
と

な
っ
て
き
た
。
た
だ
し
そ
の
多
く
は
、
装
飾
、
絵
画
、
装
丁
と
い
っ

た
外
形
的
な
分
析
や
評
価
に
特
化
し
た
も
の
で
、
傑
作
集
の
内
容
そ

の
も
の
が
研
究
対
象
と
さ
れ
る
事
例
は
少
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
文

献
学
者
た
ち
は
、
傑
作
集
に
含
ま
れ
る
個
々
の
一
つ
一
つ
の
作
品
を

研
究
対
象
と
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
傑
作
集
そ
の
も
の
を
全
体
で

一
つ
の
作
品
と
し
て
分
析
し
よ
う
と
は
試
み
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
研
究
姿
勢
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
傑
作
集
全
体
の

翻
刻
や
影
印
本
が
出
版
さ
れ
る
事
例
が
少
な
く
、
そ
の
全
体
像
を
分

析
す
る
に
は
、
そ
の
手
稿
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
図
書
館
で
調
査
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
い
っ
た
史
料
利
用
の
困
難
さ
に

伴
う
問
題
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ル
ハ
ー
ン
朝
（
一
二
五
六
―

一
三
五
七
）
時
代
に
作
成
さ
れ
た
『
タ
ブ
リ
ー
ズ
傑
作
集 Safīna-

yi Tabrīz

』（
一
三
二
三
年
）
の
影
印
本
が
二
〇
〇
三
年
に
刊
行
さ

れ
た
後
に

（
２
）

、
多
く
の
注
目
を
集
め
、
収
録
さ
れ
る
各
作
品
に
つ
い
て

の
分
析
が
な
さ
れ
、
こ
の
傑
作
集
の
史
料
的
価
値
を
評
価
す
る
成
果

が
続
々
と
刊
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に

（
３
）

、
こ
れ
ま
で

に
捨
象
さ
れ
て
き
た
傑
作
集
と
い
う
文
献
類
型
に
属
す
る
手
稿
本
群

は
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
の
歴
史
研
究
に
対
し
て
新
し
い
史
料
的
可

能
性
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
背
景
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
現
存
す

る
傑
作
集
の
手
稿
本
群
の
中
か
ら
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
（
一
三
七
〇
―

一
五
〇
七
）
の
王
子
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
（
一
三
八
四
―

一
四
一
五
）
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
語
傑
作
集
を
取
り
上

げ
た
い
。
そ
の
分
析
を
通
し
て
、
彼
が
行
っ
た
学
芸
保
護
の
実
態
、

そ
し
て
、
彼
が
必
要
と
し
た
、
あ
る
い
は
彼
に
必
要
だ
と
考
え
ら
れ

た
学
知
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
ム
ス
リ
ム
諸
王
朝
の
君

主
に
よ
る
学
芸
保
護
を
論
じ
る
際
に
、
そ
の
象
徴
的
な
事
例
と
し
て

し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
き
た
の
が
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
君
主
た
ち
で

あ
る
。
大
規
模
な
歴
史
編
纂
事
業
を
行
っ
た
第
三
代
君
主
シ
ャ
ー
・

ル
フ
（
在
位
一
四
〇
九
―
四
七
）
と
彼
の
息
子
バ
ー
イ
ス
ン
グ
ル

（
一
四
三
三
没
）、
天
文
台
の
建
設
で
知
ら
れ
る
第
四
代
君
主
ウ
ル
グ

ベ
ク
（
在
位
一
四
四
七
―
一
四
四
九
）、
ヘ
ラ
ー
ト
政
権
の
君
主
と

し
て
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
地
方
を
支
配
し
、
多
く
の
学
者
や
芸
術
家
を
保

護
し
た
フ
サ
イ
ン
・
バ
イ
カ
ラ
（
一
四
七
〇
―
一
五
〇
六
）
な
ど
の

名
前
は
、
王
朝
が
主
導
し
た
学
芸
保
護
の
代
表
例
と
し
て
広
く
知
ら

れ
て
い
る

（
４
）

。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
君
主
た
ち
の
名
前
に
並
ん
で
、
テ

ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
け
る
学
芸
保
護
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
欠
か
せ
な

い
の
が
、
王
子
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
の
名
前
で
あ
る
。
彼

の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
図
一
）
は
、
し
ば
し
ば
概

説
書
の
口
絵
を
飾
り
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
け
る
学
芸
保
護
の
成
果

を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
、
ま
た
、
当
時
の
シ
ー
ラ
ー
ズ
派
美
術
を
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象
徴
す
る
作
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た

（
５
）

。

　
じ
つ
は
、
こ
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
さ
れ

た
傑
作
集
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
傑

作
集
を
構
成
し
て
い
た
手
稿
本
の
大
部
分
は
現
在
、
リ
ス
ボ
ン
の
グ

ル
ベ
ン
キ
ア
ン
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
博
物
館
は
、
所

蔵
す
る
手
稿
本
の
目
録
を
刊
行
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
、
そ
の

傑
作
集
の
内
容
に
つ
い
て
は
長
い
間
、
学
界
で
は
共
有
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
環
境
の
中
、一
九
九
二
年
、美
術
史
家 P. 

P. Soucek 

が
そ
の
内
容
の
詳
細
を
紹
介
し
、
そ
の
後
、
二
〇
二
一

年
に
は
、 M

. Ghiyāthiyān 

と I. Sturkenboom
 

が
よ
り
詳
細
に
こ

の
手
稿
本
の
形
状
と
中
身
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
両
研
究
の
関
心

は
、
同
じ
く
傑
作
集
の
装
飾
や
絵
画
に
あ
り
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
に
つ

い
て
の
本
格
的
な
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、

収
録
作
品
の
比
定
作
業
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
テ
ク
ス
ト
を

分
析
し
て
い
な
い
た
め
か
、
そ
の
結
論
に
は
不
十
分
な
点
も
散
見
さ

れ
る

（
６
）

。
こ
れ
ら
の
問
題
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
、
筆
者
に
よ
る
手
稿

本
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
な
が
ら
、
傑
作
集
の
外
形
的
な
側
面
に
つ

い
て
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
見
を
提

供
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
美
術
史
家 E. W

right 
が
「
先
行
す
る
い
か
な
る
ペ
ル
シ
ア
人
の
保
護
者
の
名
前
よ
り
も
イ

ス
カ
ン
ダ
ル
の
名
前
が
入
っ
た
手
稿
本
の
数
の
方
が
多
い
」
と
評
価

し
た
よ
う
に

（
７
）

、
彼
に
献
呈
さ
れ
た
手
稿
本
の
数
は
桁
外
れ
に
多
く
、

図 1：イスカンダル・スルターンのホロスコープ
（ロンドン Per474 本 fols. 18b–19a）
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/9/94/Horoscope_
from_the_book_of_the_birth_of_Iskandar_Wellcome_L0015229.jpg
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傑
作
集
だ
け
で
も
複
数
種
類
現
存
し
て
い
る

（
８
）

。
本
稿
で
は
、
全
て
の

傑
作
集
を
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
な
る
べ
く
、
そ
の
全
体
像
を

俯
瞰
で
き
る
よ
う
に
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
の
生
涯
と
名
声

叛
乱
者
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
王
子

　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
開
祖
テ

ィ
ム
ー
ル
（
在
位
一
三
七
〇
―
一
四
〇
五
）
の
子
ウ
マ
ル
・
シ
ャ

イ
フ
（
一
三
九
四
没
）
の
息
子
と
し
て
一
三
八
四
年
に
生
ま
れ
た
。

一
三
九
三
年
に
父
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
が
イ
ラ
ン
高
原
南
部
フ
ァ
ー

ル
ス
地
方
の
総
督
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
を
含
む
彼
の

一
族
は
フ
ァ
ー
ル
ス
地
方
を
拠
点
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
後
、

一
三
九
四
年
に
父
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
が
殺
害
さ
れ
、
兄
ピ
ー
ル
・

ム
ハ
ン
マ
ド
（
一
四
〇
九
没
）
が
そ
の
職
務
を
継
承
し
た
。
こ
の
間

に
弟
の
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
は
一
時
、
テ
ィ
ム
ー
ル
に
反
旗
を
翻
し
処
罰

さ
れ
る
も
、
テ
ィ
ム
ー
ル
の
ア
ナ
ト
リ
ア
遠
征
に
参
加
す
る
な
ど
王

朝
の
一
員
と
し
て
活
躍
を
見
せ
、
一
四
〇
三
／
四
年
に
は
、
イ
ラ
ン

高
原
西
部
の
ハ
マ
ダ
ー
ン
と
小
ロ
ル
の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
テ
ィ
ム
ー
ル
の
統
治
下
に
お
い
て
は
、
ウ
マ
ル
・
シ
ャ

イ
フ
の
息
子
た
ち
が
イ
ラ
ン
高
原
の
各
地
域
を
統
治
し
て
い
た
が
、

一
四
〇
五
年
の
テ
ィ
ム
ー
ル
の
没
後
、
一
族
の
間
で
勢
力
争
い
が
激

化
す
る
。
こ
の
期
間
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
は
ヤ
ズ
ド
を
拠
点
と
し
つ
つ

兄
ピ
ー
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
争
っ
て
い
た
。
一
四
〇
九
年
に
ピ
ー
ル
・

ム
ハ
ン
マ
ド
が
近
臣
に
殺
害
さ
れ
る
と
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
は
実
力
で

フ
ァ
ー
ル
ス
地
方
を
獲
得
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
は
独
立

を
志
向
し
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
第
三
代
君
主
シ
ャ
ー
・
ル
フ
と
の
対
立

を
深
め
て
い
く
。
シ
ー
ラ
ー
ズ
を
中
心
に
ハ
マ
ダ
ー
ン
、
イ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
、
ヤ
ズ
ド
、
キ
ル
マ
ー
ン
な
ど
を
支
配
し
て
い
た
イ
ス
カ
ン

ダ
ル
は
、
一
四
一
二
／
三
年
に
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
拠
点
を
移
し
、

建
設
事
業
に
も
着
手
し
た
。
し
か
し
、
一
四
一
四
年
に
シ
ャ
ー
・
ル

フ
の
軍
勢
に
よ
り
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
は
陥
落
し
、
彼
は
兄
弟
ル
ス
タ

ム
（
一
四
二
四
／
五
没
）
に
預
け
ら
れ
、
両
眼
を
潰
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
数
ヶ
月
後
に
再
び
叛
乱
を
企
図
し
た
が
、
捕

縛
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
た

（
９
）

。

学
芸
保
護
者
と
し
て
の
名
声

　
叛
乱
者
と
し
て
亡
く
な
っ
た
王
子
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
生
涯
は
三
二

年
と
短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
に
よ
る
学
芸
保
護
は
現
在
極
め
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
四
〇
九
年
か
ら
一
四
一
四
年
に
か
け
て

フ
ァ
ー
ル
ス
地
方
で
権
勢
を
極
め
た
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
は
、
君
主
と
な

っ
た
お
じ
の
シ
ャ
ー
・
ル
フ
と
覇
権
を
競
い
合
っ
て
い
た
。
自
ら
の

支
配
の
正
当
性
を
主
張
す
る
一
環
と
し
て
、
多
く
の
知
識
人
を
登
用

し
、
学
芸
活
動
を
保
護
し
、
自
ら
も
そ
れ
に
従
事
し
た
。
そ
の
結
果
、
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同
じ
く
学
芸
活
動
を
保
護
し
た
シ
ャ
ー
・
ル
フ
よ
り
も
広
い
知
的
関

心
を
持
っ
て
い
た
と
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。ま
た
そ
の
背
景
に
は
、

一
四
一
一
年
に
滅
亡
し
た
、
バ
グ
ダ
ー
ド
を
拠
点
と
す
る
ジ
ャ
ラ
ー

イ
ル
朝
（
一
三
三
六
―
一
四
一
一
）
の
人
材
が
フ
ァ
ー
ル
ス
地
方
に

流
入
し
、
そ
の
文
化
的
伝
統
を
継
承
し
た
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
と

さ
れ
る（

（1
（

。

　『
イ
ラ
ン
大
百
科
』
で
は
、
彼
の
宮
廷
で
活
躍
し
た
学
者
と
し
て
、

①
ム
イ
ー
ン
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ナ
タ
ン
ズ
ィ
ー M

uʿīn al-Dīn 
N

aṭanzī

、
②
ギ
ヤ
ー
ス
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
カ
ー
シ
ー Ghiyāth 

al-Dīn Kāshī

（
一
四
二
九
頃
没
）、
③
マ
フ
ム
ー
ド
・
カ
ー
シ
ー 

M
aḥm

ūd Kāshī

（
生
没
年
不
詳
）、
④
ブ
ス
ハ
ー
ク
・
ア
ト
イ
マ 

Busḥāq Aṭʿim
a 

（
一
四
二
三
あ
る
い
は
一
四
二
七
没
）、
⑤
ミ
ー
ル
・

ハ
イ
ダ
ル M

īr Ḥ
aydar

（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う
五
人
の
名
前
が

紹
介
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
①
ナ
タ
ン
ズ
ィ
ー
は
ウ
ラ
マ
ー
で
、
ダ
ウ
ラ
ト

シ
ャ
ー Daw

latshāh

（
一
四
九
四
あ
る
い
は
一
五
〇
七
没
）『
詩
人

伝 Tadhkirat al-Shuʿarā

』
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
伝
記

を
執
筆
し
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。
②
ギ
ヤ
ー
ス
・
カ
ー
シ
ー
は
天
文
学
者

で
、
後
述
す
る
『
天
文
学
の
知
識
に
関
す
る
梗
概 M

ukhtaṣar dar 
ʿIlm

-i H
ayʾat

』
を
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
し
て
い
る
。
後
に
彼
は
、

第
四
代
君
主
ウ
ル
グ
ベ
ク
に
仕
え
、
多
く
の
著
作
を
遺
し
た（

（1
（

。
③
マ

フ
ム
ー
ド
・
カ
ー
シ
ー
も
同
じ
く
天
文
学
者
で
、
ギ
ヤ
ー
ス
・
カ
ー

シ
ー
の
祖
父
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ
が
含
ま
れ
る
後
述
す
る
『
吉
兆
な
る
誕
生
と
暦 M

aw
lūd-i 

H
um

āyūn w
a Taqw

īm

』
の
著
者
で
あ
る
。
④
ブ
ス
ハ
ー
ク
・
ア

ト
イ
マ
は
、
ダ
ウ
ラ
ト
シ
ャ
ー
『
詩
人
伝
』
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
カ
ン

ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
の
宴

マ
ジ
ュ
リ
ス席

の
御ナ

デ
ィ
ー
ム

側
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。「
食

物
」
を
意
味
す
る
「
ア
ト
イ
マ
」
と
い
う
通
称
は
、
彼
が
様
々
な
食

物
を
詩
に
詠
み
込
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る（

（1
（

。
⑤
ミ
ー
ル
・
ハ
イ
ダ
ル

は
、
ダ
ウ
ラ
ト
シ
ャ
ー
『
詩
人
伝
』
に
よ
れ
ば
、
テ
ュ
ル
ク
語
と
ペ

ル
シ
ア
語
で
詩
作
を
行
い
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー N

iẓām
ī

（
一
二
〇
九
没
）

の
『
五
部
作 Kham

sa

』
の
第
一
部
『
神
秘
の
宝
庫 M

akhzan al-
Asrār

』
か
ら
の
本
歌
取
り
を
テ
ュ
ル
ク
語
で
行
い
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル

に
献
呈
し
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。

　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
と
関
係
を
持
っ
た
そ
の
他
の
著
名
な
知
識
人

に
は
、
哲
学
者
・
科
学
者
の
シ
ャ
リ
ー
フ
・
ジ
ュ
ル
ジ
ャ
ー
ニ

ー Sharīf Jurjānī

（
一
四
一
三
没
）、
神
秘
主
義
教
団
ニ
ウ
マ
ト
・

ア
ッ
ラ
ー
ヒ
ー
教
団
の
開
祖
ニ
ウ
マ
ト
・
ア
ッ
ラ
ー
・
ワ
リ
ー 

N
iʿm

at Allāh W
alī

（
一
四
三
〇
／
一
没
） 

の
二
人
が
い
る
。
さ
ら

に
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
史
家İ. E. Binbaş 

は
、
一
四
一
二
／
三
年
の
書

簡
に
登
場
す
る
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
宮
廷
に
集
っ
て
い
た
知
識
人
た
ち

を
、
サ
イ
イ
ド
、
宰

ワ
ズ
ィ
ー
ル相

、
法

カ
ー
デ
ィ
ー官

、
学
者
（
ウ
ラ
マ
ー
、
伝ム

ハ
ッ
デ
ィ
ス

承
学
者
、

法フ
ァ
キ
ー
フ

学
者
）、
天ム

ナ
ッ
ジ
ム

文
学
者
、
医タ

ビ
ー
ブ者

、『
ハ

ー

フ

ィ

ズ

ク
ル
ア
ー
ン
』
暗
誦
者
、
芸
人
（
楽

師
、
演
奏
家
）、
芸フ

ナ
ル
マ
ン
ド

術
家
と
い
う
九
つ
の
属
性
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
名
前
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
る（

（1
（

。
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ま
た
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
は
歴
史
書
の
編
纂
で
も
知
ら
れ
、
彼
に
献

呈
さ
れ
た
『
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
無
名
氏
の
史
書 Anonym

 Iskandar

』

と
い
う
ペ
ル
シ
ア
語
普
遍
史
書
が
現
在
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歴
史

書
の
中
で
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
統
治
の
正
当
性
が
強
く
主
張
さ
れ

て
お
り
、
彼
は
歴
史
書
の
編
纂
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た（

（1
（

。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
よ
る
学
芸
保
護
の
様
相
を
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
手
掛
か
り
の
一
つ
が
、
本
稿
で
分
析
対
象
と

す
る
傑
作
集
で
あ
る
。
彼
の
宮
廷
で
作
成
さ
れ
、
彼
に
献
呈
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
傑
作
集
の
手
稿
本
が
複
数
種
類
確
認
さ
れ
て
い
る
。

三
　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
に
献
呈
さ
れ
た
傑
作
集

　
現
在
、
一
四
一
一
年
か
ら
一
四
一
三
年
の
年
記
を
持
つ
傑
作
集
の

手
稿
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、脱
落
が
あ
っ
た
り
、

複
数
の
手
稿
本
に
切
り
離
さ
れ
、
異
な
る
図
書
館
に
分
蔵
さ
れ
て
い

た
り
と
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
態
に
あ
る
。

筆
者
も
全
て
の
手
稿
本
を
確
認
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
確

認
し
得
る
限
り
の
情
報
か
ら
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
さ
れ
た
、

あ
る
い
は
献
呈
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
傑
作
集
の
手
稿
本
は
次
の
よ

う
に
分
類
で
き
る
。

❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集

ａ
．
リ
ス
ボ
ンLA161

本
（Gulbenkian M

useum
, M

s. LA161

）（
（1
（

 

四
四
一
葉
、
二
七
・
四
×
一
七
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
八
一
三

年
ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
（
一
四
一
一
年
三
／
四
月
）、
マ

フ
ム
ー
ド
・
ブ
ン
・
ム
ル
タ
ダ
ー
・
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ハ

ー
フ
ィ
ズ
・
フ
サ
イ
ニ
ー M

aḥm
ūd b. M

urtaḍā b. Aḥm
ad 

al-Ḥ
āfiẓ al-Ḥ

usaynī

、
ハ
サ
ン
・
ハ
ー
フ
ィ
ズ Ḥ

asan al-
Ḥ

āfiẓ 

に
よ
り
書
写
。
韻
文
と
散
文
の
傑
作
集（

（2
（

。

ｂ
．
ロ
ン
ド
ンPer474

本
（W

ellcom
e Institute, M

s. W
M

S. 
Per. 474

）（
（2
（

 

八
六
葉
、
二
六
・
五
×
一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
八
一
三
年

ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
二
二
日
（
一
四
一
一
年
四
月
一
八

日
）、
マ
フ
ム
ー
ド
・
ブ
ン
・
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
ハ
サ
ン
・

ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド M

aḥm
ūd b. Yaḥyā b. al-Ḥ

asan b. 
M

uḥam
m

ad

（
通
称
イ
マ
ー
ド
・
ム
ナ
ッ
ジ
ム
・
カ
ー
シ
ー 

ʿIm
ād al-M

unajjim
 al-Kāshī

、
前
出
の
マ
フ
ム
ー
ド
・
カ
ー

シ
ー
）
に
よ
る
著
者
直
筆
の
『
吉
兆
な
る
誕
生
と
暦
』。

ｃ
．
イ
ス
タ
ン
ブ
ルF1418

本
（Istanbul University Library, 

M
s. F1418

）（
（2
（

 
二
四
五
葉
、
二
六
・
六
×
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
八
一
四
年

サ
フ
ァ
ル
月
一
七
日
（
一
四
一
一
年
六
月
一
〇
日
）
書
写
。
散

文
の
傑
作
集
。
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❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集

ロ
ン
ド
ンAdd27261

本
（British Library, M

s. Add. 27261

）（
（2
（

 

五
四
六
葉
、
一
八
・
四
×
一
二
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
八
一
四

年
第
二
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
月
（
一
四
一
一
年
九
／
一
〇
月
）、
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ハ
ル
ワ
ー
イ
ー M

uḥam
m

ad al-Ḥ
alw

āʾī 

と
ナ

ー
ス
ィ
ル
・
カ
ー
テ
ィ
ブ N

āṣir al-Kātib

に
よ
り
書
写
。
散

文
と
韻
文
の
傑
作
集
。

❸
挿
絵
無
小
型
傑
作
集

ａ
．
リ
ス
ボ
ンLA158

本
（Gulbenkian M

useum
, M

s. LA158

）（
（2
（

 

一
八
・
三
×
一
二
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
八
一
六
（
一
四
一
三

／
四
）
年
、
ハ
サ
ン
・
ハ
ー
フ
ィ
ズ Ḥ

asan al-Ḥ
āfiẓ 

に
よ
り

書
写
。
韻
文
の
傑
作
集
。

ｂ
．
イ
ス
タ
ン
ブ
ルTIEM

2044

本
（M

useum
 of Turkish and 

Islam
ic Arts, M

s. 2044

）（
（2
（

 

八
一
六
年
サ
フ
ァ
ル
月
一
三
日
（
一
四
一
三
年
五
月
一
五
日
）

書
写
。
韻
文
の
傑
作
集
。

❹
挿
絵
無
大
型
傑
作
集

イ
ス
タ
ン
ブ
ルA3857

本
（Süleym

aniye Library, M
s. Ayasofya 

3857

）（
（2
（

 

七
五
四
葉
、
二
五
・
五
×
一
六
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

八
一
六
年
第
二
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
月
（
一
四
一
三
年
八
／
九
月
）

書
写
。
韻
文
の
傑
作
集
。

❺
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
に
献
呈
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
挿

絵
付
傑
作
集

ａ
．
ロ
ン
ド
ンOr2780

本
（British Library, M

s. Or. 2780

）（
（2
（

 

二
四
三
葉
、
二
五
・
四
×
一
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

八
〇
〇
年
サ
フ
ァ
ル
月
（
一
三
九
七
年
一
〇
／
一
一
月
）、
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
サ
イ
ー
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
・

カ
ー
リ
ー M

uḥam
m

ad b. Saʿīd b. ʿAbd Allāh al-Qārī

に
よ

り
書
写
。
韻
文
の
傑
作
集
。

ｂ
．
ダ
ブ
リ
ンP114

本
（Chester Beatty M

useum
, M

s. P. 114

）（
（2
（

 

二
二
九
葉
、
二
五
・
八
×
一
六
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
フ
ィ

ル
ダ
ウ
ス
ィ
ー Firdaw

sī

（
一
〇
二
五
没
）『
王
書 Shāh-

nām
a

』
の
手
稿
本
で
、も
と
も
と
は
ロ
ン
ド
ンOr2780

本
と

一
揃
い
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ｃ
．
テ
ヘ
ラ
ンM

5932

本
（M

alek Library, M
s. 5932

）（
（2
（

 

一
三
八
葉
、
一
三
・
一
×
八
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
四
〇
五

年
、
お
そ
ら
く
ヤ
ズ
ド（

（3
（

で
ク
ト
ゥ
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
マ

フ
ム
ー
ド Quṭb al-Dīn M

aḥm
ūd 

に
よ
り
書
写
。
韻
文
の
傑

作
集
。
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ｄ
．
イ
ス
タ
ン
ブ
ルH

796

本
（Topkapı Palace Library, M

s. 
H

azine 796

）（
（3
（

 
二
八
九
葉
、
二
六
×
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
八
一
〇
年
第

一
ラ
ビ
ー
ウ
月
（
一
四
〇
七
年
八
／
九
月
）、
ヤ
ズ
ド
で
書
写
。

韻
文
の
傑
作
集
。

ｅ
．
ラ
ー
ン
プ
ルP742
本
（Raza Library, M

s. (Old) P.742

）（
（3
（

 

四
五
二
頁
、
一
二
・
四
×
八
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
四
一
〇

年
頃
、
シ
ー
ラ
ー
ズ
で
ナ
ー
ス
ィ
ル
・
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
シ
ー

ラ
ー
ズ
ィ
ー N

āṣir al-Kātib al-Shīrāzī 

に
よ
り
書
写
。
韻
文

の
傑
作
集
。

ｆ
．
イ
ス
タ
ン
ブ
ルB411

本
（Topkapı Palace Library, M

s. 
Bağdad Köşkü 411, fols. 138b–166a

）（
（3
（

 

四
八
×
三
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
八
一
六
年
第
一
ラ
ビ
ー

ウ
月
二
一
日
（
一
四
一
三
年
六
月
二
一
日
）、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー

ン
で
書
写
。
散
文
の
傑
作
集
。
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
た
め
に
作

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
傑
作
集
の
一
部
が
シ
ャ
ー
・
ル
フ

の
手
に
渡
り
、
彼
の
ア
ル
バ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
。

　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
学
芸
保
護
に
帰
せ
ら
れ
る
傑
作
集
の
中
で
、
彼

に
対
す
る
献
呈
書
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
の
は
❶
～
❹
の
傑
作
集
で

あ
る
（
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
傑
作
集
の
手
稿
本
を
、
挿
絵
の
有
無

と
大
き
さ
と
い
っ
た
形
状
か
ら
、
便
宜
的
に
、
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作

集
、
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
、
❸
挿
絵
無
小
型
傑
作
集
、
❹
挿
絵
無

大
型
傑
作
集
と
い
う
名
称
を
当
て
た
）。
こ
れ
ら
の
傑
作
集
の
手
稿

本
に
は
、
献
呈
対
象
者
で
あ
る
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
名
前
が
明
記
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
❸
挿
絵
無
小
型
傑
作
集
に
つ
い
て
は
、
イ
ス

タ
ン
ブ
ルTIEM

2044

本
に
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
名
前
が
確
認
で
き

る
と
さ
れ
る
が（

（3
（

、
筆
者
未
確
認
）。
例
え
ば
、
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作

集
の
本
文
冒
頭
の
二
つ
目
の
見
開
き
頁
の
豪
華
装
飾
の
中
に
は
、「
お

お
神
よ
、
偉
大
な
る
ス
ル
タ
ー
ン Sulṭān al-Aʿẓam

、
最
も
公
正

な
ハ
ー
カ
ー
ン al-Khāqān al-Aʿdal

、
ア
ラ
ブ
と
ア
ジ
ャ
ム
の
ス

ル
タ
ー
ン
た
ち
の
中
の
ス
ル
タ
ー
ン Sulṭān Salāṭīn al-ʿArab w

a 
al-ʿAjam

、
地
上
に
お
け
る
神
の
影 Ẓill Allāh fī al-Araḍīn

、
水
と

土
の
勇
者 Qahram

ān al-M
āʾ w

a al-Ṭīn

、
偉
大
な
る
王
者
（
神
）

を
信
頼
す
る
も
の al-W

āthiq bi al-M
alik al-Akbar

、
ジ
ャ
ラ
ー

ル
・
ア
ッ
ド
ゥ
ン
ヤ
ー
・
ワ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ル Jalāl al-

Dunyā w
a al-Dīn Iskandar 

の
治
世
を
永
遠
の
も
の
と
し
た
ま
え
」

と
い
う
祈
願
文
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
同
様
の
祈
願
文
は
、
イ
ス

カ
ン
ダ
ル
の
名
前
に
対
す
る
形
容
を
変
え
た
形
で
、
❷
挿
絵
付
小
型

傑
作
集
と
❹
挿
絵
無
大
型
傑
作
集
の
冒
頭
の
見
開
き
頁
に
お
い
て
も

確
認
で
き
る（

（3
（

。

　
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
の
ａ
、
ｂ
、
ｃ
の
手
稿
本
、
❸
挿
絵
無
小

型
傑
作
集
の
ａ
、
ｂ
の
手
稿
本
は
そ
れ
ぞ
れ
、
も
と
も
と
は
一
揃
い

の
手
稿
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
が
、
現
在
に
到
る
ま
で
に
、
切
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り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
イ
ス
カ
ン
ダ

ル
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
が
含
ま
れ
る
『
吉
兆
な
る
誕
生
と
暦
』
の
手

稿
本
ロ
ン
ド
ンPer474

本（
（3
（

も
、
傑
作
集
の
一
部
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る（
（3
（

。
　
❶
～
❹
の
傑
作
集
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
が
フ
ァ
ー
ル
ス
地
方
を
支

配
し
て
い
た
期
間
の
う
ち
、
一
四
一
一
年
か
ら
一
四
一
三
年
に
か
け

て
の
短
い
期
間
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る

特
徴
を
有
し
て
い
る
。
手
稿
本
の
規
格
、
挿
絵
の
有
無
と
い
っ
た
形

式
上
の
差
異
か
ら
、
収
録
す
る
作
品
の
内
容
の
違
い
に
到
る
ま
で
、

様
々
な
点
で
違
い
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
複
数
種
類
の
傑
作
集
が
作
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
傑
作
集
の
中
で
、
韻
文
作
品
だ
け
で
は
な
く
散
文
作
品

も
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
、
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
と
❷
挿
絵
付
小

型
傑
作
集
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
の
詳
細
が
早
く
か

ら
紹
介
さ
れ
、
学
界
で
注
目
を
集
め
て
き
た
。
挿
入
さ
れ
て
い
る
絵

画
の
紹
介
と
解
説
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
、

一
八
九
五
年
に
出
版
さ
れ
た
英
国
博
物
館
（
現
在
は
英
国
図
書
館
に

移
管
）
の
ペ
ル
シ
ア
語
手
稿
本
目
録
で
紹
介
さ
れ（

（3
（

、
そ
の
後
も
し
ば

し
ば
分
析
対
象
と
さ
れ
て
き
た（

（3
（

。
一
方
で
、
こ
れ
よ
り
も
早
い
時
期

に
作
成
さ
れ
、規
格
も
大
き
い
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
に
つ
い
て
は
、

そ
の
大
部
分
を
含
む
リ
ス
ボ
ンLA161

本
を
所
蔵
す
る
グ
ル
ベ
ン

キ
ア
ン
博
物
館
の
手
稿
本
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
そ

の
内
容
が
学
界
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、

こ
の
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
の
分
析
を
中
心
に
、
傑
作
集
作
成
の
歴

史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

四
　
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
の
特
徴

　
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
の
特
徴
は
、
本
文
冒
頭
の
扉
頁
装
飾
（
図

二
）
が
、
目
次
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
見
開
き
頁
の
左
右
そ
れ

ぞ
れ
の
中
央
に
位
置
す
る
メ
ダ
イ
ヨ
ン
装
飾
を
囲
む
四
角
い
枠
線
の

中
に
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
一
九
点
ず
つ
、
合
計
三
八
点
の
作
品
名
が

明
記
さ
れ
て
い
る
（
稿
末
別
表
参
照
。
読
者
の
便
を
考
慮
し
て
本
稿

で
は
便
宜
的
に
、
作
品
名
の
後
に
、
こ
の
表
で
各
作
品
に
割
り
当
て

た
番
号
を
付
し
た
）。
例
え
ば
、
図
三
は
、
扉
頁
装
飾
の
中
に
書
き

込
ま
れ
た
目
次
に
登
場
す
る
『
選
史 Tārīkh-i Guzīda

』
と
い
う
史

書
名
を
拡
大
し
た
部
分
で
あ
る
。
見
開
き
扉
頁
の
右
側
の
頁
の
目
次

に
は
韻
文
の
作
品
名
が
、
左
側
の
頁
の
目
次
に
は
散
文
の
作
品
名
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
テ
ク
ス
ト
の
内
容
も
そ
の
構
成
に
ほ
ぼ

対
応
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
手
稿
本
の
第
一
分
冊
に
は
韻
文

作
品
の
み
が
、第
二
分
冊
に
は
散
文
作
品
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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Gomes Ferreira

図 3：リスボン LA161 本冒頭見開き頁を拡大した一部分（fol. 3a）©Calouste 
Gulbenkian Foundation, Lisbon – Calouste Gulbenkian Museum, photos: 
Catarina Gomes Ferreira
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た
だ
し
、こ
の
形
式
は
全
て
の
傑
作
集
に
共
通
す
る
も
の
で
は
な
く
、

❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
で
は
、
韻
文
作
品
と
散
文
作
品
が
共
存
す
る

形
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
さ
れ
た
傑
作
集
の
手
稿

本
の
中
に
は
、
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
目
次
は
、

当
初
構
想
さ
れ
た
内
容
を
知
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
り
得
る
。
目

次
を
使
っ
て
傑
作
集
の
内
容
を
明
示
す
る
手
法
は
、
他
の
傑
作
集
に

も
共
通
す
る
様
式
で（

（4
（

、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
さ
れ
た
も
の
で
は
、

❹
挿
絵
無
大
型
傑
作
集
の
扉
頁
に
お
い
て
も
、
装
飾
の
様
式
こ
そ
異

な
る
も
の
の
、
収
録
作
品
の
目
次
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

。

　
ま
た
、
扉
頁
装
飾
の
中
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
預
言
者
ム
ハ
ン

マ
ド
（
六
三
二
没
）
と
第
四
代
正
統
カ
リ
フ
で
シ
ー
ア
派
初
代
イ
マ

ー
ム
の
ア
リ
ー
（
六
六
一
没
）
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
装
飾

で
は
、
小
さ
い
円
の
中
の
周
囲
に
ム
ハ
ン
マ
ド
の
名
前
が
四
回
繰
り

返
し
て
記
さ
れ
、
円
の
中
央
に
は
ア
リ
ー
の
名
前
が
一
回
記
さ
れ
る

形
で
ア
リ
ー
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
シ
ー
ア
派
的
傾
向
が
確
認
で

き
る
。
ま
た
、
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
で
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
と
イ
マ

ー
ム
た
ち
に
対
す
る
『
頌
詩
集 Qaṣāyid

』、
シ
ー
ア
派
第
八
代
イ

マ
ー
ム
の
ア
リ
ー
・
リ
ダ
ー
（
八
一
八
没
）
の
言
行
に
よ
る
『
シ
ー

ア
派
法
学 Fiqh dar M

adhhab-i Shīʿa

』
が
収
録
さ
れ
る
な
ど（

（4
（

、
同

様
に
、
フ
ァ
ー
ル
ス
地
方
の
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
宮
廷
に
お
け
る
シ
ー
ア

派
的
思
考
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
後
者
の
『
シ
ー
ア

派
法
学
』
の
テ
ク
ス
ト
が
記
さ
れ
た
紙
だ
け
が
、
こ
の
手
稿
本
の
中

で
金
色
に
塗
ら
れ
て
お
り（

（4
（

、特
別
視
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
傑
作
集
の
も
う
一
つ
の
特

徴
は
、
通
常
の
多
く
の
手
稿
本
で
は
何
も
書
か
れ
な
い
欄
外
余
白

に
斜
め
書
き
で
テ
ク
ス
ト
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
図
四
）。

こ
の
欄
外
余
白
の
テ
ク
ス
ト
は
、
本
文
中
の
テ
ク
ス
ト
と
は
関
係
な

く
、本
文
と
欄
外
余
白
で
独
立
し
た
形
で
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、リ
ス
ボ
ンLA161

本
の
冒
頭
の
本
文
は
、ニ
ザ
ー
ミ
ー
『
五

部
作
』
の
縮
約
版
、
欄
外
余
白
は
ア
ッ
タ
ー
ル ʿAṭṭār

『
鳥
の
言
葉 

M
anṭiq al-Ṭayr

』
の
縮
約
版
と
な
っ
て
い
る（

（4
（

。
同
様
の
様
式
は
、
❹

挿
絵
無
大
型
傑
作
集
を
除
く
三
つ
の
傑
作
集
で
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
代
に
作
成
さ
れ
た
手
稿
本
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

五
　
傑
作
集
か
ら
浮
か
び
上
が
る
学
芸
保
護
と
学
知
の
様
相

　
そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
傑
作
集
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
の
分
析

に
移
る
。
こ
こ
で
は
、
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
冒
頭
の
目
次
で
確
認

で
き
る
、
三
八
タ
イ
ト
ル
の
著
作
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ

に
他
の
傑
作
集
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
補
足
し
な
が

ら
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
宮
廷
に
お
け
る
学
知
の
様
相
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
く
。

　
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
の
一
部
で
あ
る
リ
ス
ボ
ンLA161

本
は
、

二
つ
に
分
か
れ
る
形
で
製
本
さ
れ
て
い
る
。
第
一
分
冊
に
は
韻
文
作
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品
が
、
第
二
分
冊
に
は
散
文
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、

前
述
の
目
次
に
概
ね
対
応
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
分
冊
に
収

録
さ
れ
て
い
る
韻
文
作
品
は
、
様
々
な
詩
人
に
よ
る
詩
の
作
例
を
除

い
て
は
、
叙マ

ス
ナ
ウ
ィ
ー

事
詩
と
い
う
詩
形
で
詠
ま
れ
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
。

叙
事
詩
は
、
全
て
の
対
句
の
半
句
そ
れ
ぞ
れ
の
脚
韻
が
互
い
に
押
韻

し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
た
め
、
長
文
の
文
章
を
詩
の
形
で
詠
む
に

際
し
て
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
詩
形
で
あ
る
。
例
え
ば
、
頌
詩
は
、
最

初
の
対
句
の
半
句
の
脚
韻
を
互
い
に
押
韻
さ
せ
た
上
で
、
第
二
対
句
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以
降
の
後
半
の
半
句
の
脚
韻
を
最
初
の
対
句
の
脚
韻
と
押
韻
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
、
長
文
の
詩
を
作
詩
し
に
く
い（

（4
（

。
傑
作
集

で
は
、
神
秘
主
義
詩
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
分
野
に
属
す
る
事
柄

が
叙
事
詩
形
で
詠
ま
れ
て
い
る
。

長
編
叙
事
詩
の
教
養

　
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
さ
れ
た
傑
作
集
に
は
、
神
秘
主
義
詩
人
が

詠
ん
だ
長
編
叙
事
詩
が
好
ん
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
❶
挿
絵
付
大
型

傑
作
集
の
本
文
冒
頭
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
秘
主
義
詩
人
ニ

図 4：リスボン LA161 散文の部の冒頭見開き
（fols. 235b–236a）©Calouste Gulbenkian 
Foundation, Lisbon – Calouste Gulbenkian 
Museum, photos: Catarina Gomes Ferreira
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ザ
ー
ミ
ー『
五
部
作（

（4
（

』の
縮
約
版【
①
】で
あ
る（

（4
（

。
ニ
ザ
ー
ミ
ー
の『
五

部
作
』
は
、
そ
の
形
は
様
々
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
傑
作
集
の

全
て
に
お
い
て
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
需
要
の
高
さ
が
う
か
が

え
る
。
筆
者
が
内
容
を
確
認
で
き
た
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
と
❹
挿

絵
無
大
型
傑
作
集
で
は
、
同
じ
く
冒
頭
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
な

お
、『
五
部
作
』
を
構
成
す
る
第
五
の
作
品
は
、
征
服
者
、
哲
学
者
、

預
言
者
の
性
格
を
備
え
た
存
在
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に
英
雄
化

さ
れ
た
世
界
征
服
者
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
（
紀
元
前
三
二
三

没
）
を
描
い
た
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
書 Iskandar-nām

a

』
で

あ
る（

（4
（

。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
イ
ス
カ
ン
ダ
ル

と
発
音
さ
れ
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
の
名
前
は
ま
さ
に
こ

の
名
前
に
由
来
す
る
。
英
雄
化
さ
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
ま
つ

わ
る
伝
承
が
収
録
さ
れ
た
『
五
部
作
』
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

こ
と
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　『
五
部
作
』
の
欄
外
余
白
に
は
、
ア
ッ
タ
ー
ル
（
一
二
二
一
没
）

『
鳥
の
言
葉（

（5
（

』
の
縮
約
版
【
②
】、
そ
し
て
そ
の
後
に
は
、
ル
ー
ミ
ー 

Rūm
ī

（
一
二
七
三
没
）『
マ
ス
ナ
ウ
ィ
ー M

athnaw

（
（5
（ī

』 

の
縮
約
版

【
③
】、
ア
ウ
ハ
デ
ィ
ー Aw

ḥadī

（
一
三
三
八
没
）『
恋
人
た
ち
の
言

葉 M
anṭiq al- ʿUshshāq

』【
④（

（5
（

】 

、サ
ナ
ー
イ
ー Sanāʾī

（
一
一
三
四

没
）『
真
理
の
庭
園 Ḥ

adīqat al-Ḥ
aqīq

（
（5
（a

』 

の
縮
約
版
【
⑥
】
が
続
く
。

元
々
短
編
で
あ
っ
た
『
恋
人
た
ち
の
言
葉
』
以
外
は
い
ず
れ
も
縮
約

版
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、
過
去
の
名
作

が
ど
の
よ
う
な
形
で
縮
約
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の

考
察
も
、
こ
の
時
代
の
学
知
の
様
相
を
考
え
る
上
で
は
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
に

は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
❹
挿
絵
無
大
型
傑
作
集
に
は
『
真

理
の
庭
園
』【
⑥
】
以
外
の
作
品
が
同
様
に
収
録
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。『
五

部
作
』
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
作
品
も
イ
ス
カ
ン
ダ
ル

に
好
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
他
に
、
フ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
ィ
ー
に
よ
る
英
雄
物
語
詩
『
王
書
』

【
⑨
】の「
グ
シ
ュ
タ
ー
ス
ブ
伝
」も
収
録
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
さ
ら
に
、『
独

創
的
な
思
考 Abkār al-Afkār

』【
⑩
】
と
い
う
題
名
の
叙
事
詩
も
収

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
修
辞
学
者
ラ
ー
ミ
ー
・
タ
ブ
リ
ー

ズ
ィ
ー Rām

ī Tabrīzī 

（
一
三
九
二
／
三
没
）
に
よ
り
、
一
三
七
〇

／
一
年
に
ジ
ャ
ラ
ー
イ
ル
朝
（
一
三
四
〇
―
一
四
三
二
）
君
主
シ
ャ

イ
フ
・
ウ
ワ
イ
ス
（
在
位
一
三
五
六
―
七
四
）
に
献
呈
さ
れ
た
『
十

章 Dah Faṣl

』と
内
容
が
一
致
す
る
。
そ
の
内
容
は
ル
ー
ミ
ー
の『
マ

ス
ナ
ウ
ィ
ー
』
を
真
似
た
も
の
と
な
っ
て
い
る（

（5
（

。

叙
事
詩
に
詠
ま
れ
た
一
般
教
養

　
傑
作
集
の
特
徴
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
以
上
の
叙
事
詩
の
詩
形

で
詠
ま
れ
た
主
要
な
作
品
に
加
え
て
、
一
般
教
養
に
か
か
わ
る
事
柄

が
叙
事
詩
の
詩
形
で
詠
ま
れ
た
作
品
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
旅
行
記
を
書
き
遺
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
、
シ
ー
ア
派
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イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
の
教
宣
員
ナ
ー
ス
ィ
ル
・
フ
ス
ラ
ウ N

āṣir-i  
Khusraw

（
一
〇
八
八
？
没
）
の
『
光
明
の
書 Raw

shanāʾī-
nām

a
』【
⑤（

（5
（

】 

は
、
教
訓
詩
で
あ
る
。
フ
ァ
ラ
ー
ヒ
ー Abū N

aṣr 
Farāhī

（
一
二
四
二
没
）『
若
者
た
ち
の
最
小
限
度
額 N

iṣāb al-
Ṣibyān

』【
⑦
ａ（

（5
（

】 
は
、「
現
存
最
古
の
韻
文
形
式
の
辞
典
、
ま
た
、

ア
ラ
ビ
ア
語
ペ
ル
シ
ア
語
辞
典
の
古
い
作
例
の
一
つ
」
と
評
価
さ
れ

る
、
叙
事
詩
形
で
綴
ら
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
ペ
ル
シ
ア
語
辞
典
で
あ

る
。
こ
の
作
品
は
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
に
お
い
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の

初
等
学
習
に
使
用
さ
れ
、
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
た（

（5
（

。
も
と
も
と

は
二
二
〇
対
句
だ
と
さ
れ
る
が
、
中
に
は
六
五
〇
対
句
に
な
る
版
ま

で
も
が
現
在
伝
わ
っ
て
お
り
、
多
く
の
手
稿
本
が
作
ら
れ
た（

（6
（

。
例
え

ば
、
こ
の
作
品
で
は
「
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
月
名
」
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ル
ワ
ル
デ
ィ
ー
ン
を
過
ぎ
る
と
、
ウ
ル
デ
ィ
ー
ビ
ヒ
シ
ュ

ト
が
到
来
す
る

フ
ル
ダ
ー
ド
と
テ
ィ
ー
ル
を
過
ご
せ
、
そ
し
て
、
ム
ル
ダ
ー
ド

シ
ャ
フ
リ
ー
ワ
ル
、
ミ
フ
ル
、
ア
ー
バ
ー
ン
、
ア
ー
ザ
ル
、
ダ

イ
の
後
に
は
知
り
な
さ
い

バ
フ
マ
ン
に
は
イ
ス
フ
ァ
ン
ダ
ー
ル
マ
ズ
を
除
い
て
月
が
加
わ

ら
な
い
こ
と
を（

（6
（

 

　
目
次
の
七
番
目
に
は
も
う
一
つ
、
別
の
著
作（

（6
（

、
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ッ

デ
ィ
ー
ン
・
ブ
ハ
ー
ラ
ー
イ
ー
・
フ
ラ
ー
サ
ー
ニ
ー Sharaf al-Dīn 

Bukhārāʾī Khurāsānī

（
一
三
世
紀
）『
礼
拝
入
門   M

uqaddim
a 

al-Ṣalāt

』【
⑦
ｂ
】
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
叙
事

詩
形
で
綴
ら
れ
た
礼
拝
の
入
門
書
で
、『
韻
文
型
法
学
書 Fiqh-i 

M
anẓūm

』、
あ
る
い
は
『
神
の
名 N

ām
-i Ḥ

aqq

』
な
ど
と
い
う
書

名
で
も
知
ら
れ
る（

（6
（

。
こ
の
作
品
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
傑
作
集
の
一
つ
テ
ヘ
ラ
ンM

5932

本
の
冒
頭
に
も

一
一
章
構
成
で
収
録
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
に
は
、

こ
の
作
品
の
第
一
～
三
、九
～
一
〇
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、第
九
章
は
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
断
食
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
が
、

次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
規
則
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

強
い
色
欲
に
ま
み
れ
て
い
る
中
で
断
食
を
す
る
こ
と
は

飲
酒
と
性
交
を
遠
ざ
け
る
こ
と

全
て
の
食
べ
物
を
嫌
う
こ
と（

（6
（

 

　
こ
れ
に
続
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ジ
ャ
ッ

バ
ー
ル
・
フ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ー ʿAbd al-Jabbār Khujandī

（
一
三
世
紀
）

『
韻
文
型
入
門
書 M

adkhal-i M
anẓūm

a

』【
⑧（

（6
（

】 

で
あ
る
。
こ
の
作

品
は
、
一
二
一
九
／
二
〇
年
に
成
立
し
た
叙
事
詩
形
で
綴
ら
れ
た
天
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テ
ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
け
る
学
芸
保
護
と
学
知
（
大
塚
）

文
学
の
入
門
書
で
、
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
や
テ
ヘ
ラ
ンM

5932
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
特
に
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
が
好
ん
で
読
ん
だ

一
冊
だ
と
考
え
ら
れ
る（

（6
（

。
彼
の
宮
廷
に
仕
え
た
ブ
ス
ハ
ー
ク
・
ア
ト

イ
マ
が
食
物
に
つ
い
て
詩
に
詠
ん
だ
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
様
々
な

知
識
を
韻
文
形
式
で
詠
う
と
い
う
営
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
の
効
用
と
し
て
は
、
覚
え
る
べ
き
こ
と
を
詩
の
中
に
詠
み
込
む
こ

と
で
暗
記
を
助
け
る
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で

き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
後
、
第
一
分
冊
の
欄
外
の
最
後（

（6
（

に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
、

サ
ア
デ
ィ
ー Saʿdī

（
一
二
九
二
頃
没
）
に
よ
る
散
文
教
訓
文
学
『
薔

薇
園 Gulistā

（
（6
（n

』 

か
ら
の
抜
粋
（
序
文
の
一
部
、
第
五
章
「
恋
愛
と

青
春
に
つ
い
て
」
第
二
〇
～
二
一
話
）【
㊳
】
で
あ
る
。
❶
挿
絵
付

大
型
傑
作
集
の
目
次
で
は
、
こ
の
部
分
は
第
二
分
冊
散
文
の
部
の
最

後
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
先
行
研
究
で

は
こ
こ
で
生
じ
て
い
る
矛
盾
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い

が（
（7
（

、
こ
れ
は
、『
薔
薇
園
』
が
散
文
で
あ
り
な
が
ら
脚
韻
を
揃
え
る

押
韻
散
文
形
式
を
と
っ
て
い
る
た
め
に
、
韻
文
の
部
に
収
録
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
た
い
。

ペ
ル
シ
ア
語
詩
の
教
養

　
第
一
分
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
以
上
の
文
献
は
い
ず
れ
も
叙
事
詩

の
詩
形
で
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ペ
ル
シ
ア
語
詩
の
詩
形
は

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
一
分
冊
の
後
半
部
分
の
本
文
と
欄
外
余
白

に
は
そ
の
他
の
詩
形
で
詠
ま
れ
た
、
様
々
な
詩
人
の
代
表
的
な
詩
が

集
め
ら
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
頌
詩
の
冒
頭
部
で
は
、
イ
ラ
ー
キ
ー 

ʿIrāqī

（
一
二
八
九
没
）、
ア
ン
ワ
リ
ー Anw

arī

（
一
一
八
七
没
）、

ス
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ク
ム
リ
ー Sirāj al-Dīn Qum

rī

（
一
二
二
七
／
八
没
）
の
詩
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（7
（

）。
こ
の
部
分
に
つ

い
て
は
具
体
的
な
著
作
名
は
記
さ
れ
ず
、
詩
形
の
み
が
記
さ
れ
る
形

に
な
っ
て
い
る
（
頌
詩 Qaṣāyid

【
⑪
、
⑫
】、
抒
情
詩 Ghazaliyāt

【
⑬
】、
断
片
詩 M

uqaṭṭaʿāt

【
⑮
】、
四
行
詩 Rubāʿiyāt

【
⑯
】、

単
体
詩 M

ufradāt 

と
謎
か
け M

uʿam
m

ayāt

【
⑰
】）。
こ
の
部
分

で
は
唯
一
、『
思
考
の
極
み N

atāyij al-Afkār

』
の
縮
約
版
【
⑭
】

と
い
う
形
で
著
作
の
タ
イ
ト
ル
が
確
認
で
き
る
が
、
詳
細
は
分
か
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
著
作
も
様
々
な
詩
人
の
名
作
の
集
成
と
な
っ
て
い

る（
（7
（

。
　
以
上
が
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
前
半
の
韻
文
の
部
に
収
録
さ
れ
て

い
る
諸
作
品
で
あ
る
が
、
決
し
て
ペ
ル
シ
ア
語
詩
の
教
養
を
学
ぶ
た

め
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。そ
の
中
に
は
、

著
名
な
詩
を
集
め
た
箇
所
も
あ
る
が
、
王
族
に
必
要
な
教
養
に
つ
い

て
叙
事
詩
の
形
で
綴
っ
た
箇
所
も
あ
る
。

天
文
学
の
教
養

　
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
後
半
の
散
文
の
部
の
前
半
部
は
天
文
学
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関
係
の
作
品
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
イ
ス
タ

ン
ブ
ルF1418

本
と
ロ
ン
ド
ンPer474

本
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

散
文
の
部
の
本
文
部
分
の
最
初
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
、
シ
ャ

フ
マ
ル
ダ
ー
ン Shahm

ardān

（
一
一
世
紀
）『
占
星
術
師
た
ち
の

庭
園 Raw

ḍat al-M
unajjim

īn

』（
一
〇
七
三
／
四
年
）【
⑱（

（7
（

】
と
ナ

ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー   N

aṣīr al-Dīn Ṭūsī

（
一
二
七
四
没
）『
イ
ル
ハ
ー
ン
天
文
表 Zīj-i Īlkhānī

』【
㉒

（
（7
（

】で
あ
る
。

『
占
星
術
師
た
ち
の
庭
園
』
は
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
に
も
収
録
さ

れ（
（7
（

、『
イ
ル
ハ
ー
ン
天
文
表
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
イ

ス
カ
ン
ダ
ル
に
対
し
て
一
四
一
一
年
に
献
呈
さ
れ
た
独
立
し
た
手
稿

本
（Istanbul, Topkapı Palace Library, M

s. Ahm
et 3513

）
も

確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
作
品
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
。
ち
な

み
に
、
こ
の
手
稿
本
の
写
字
生
は
、
リ
ス
ボ
ンLA161

本
の
写
字

生
と
同
じ
マ
フ
ム
ー
ド
・
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
フ
サ
イ
ニ
ー
で
あ
る（

（7
（

。
ま

た
、
目
次
の
二
一
番
目
に
登
場
す
る
『
吉
兆
な
る
誕
生
と
暦
』【
㉑
】

は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
含
む
イ
マ
ー
ド
・
ム
ナ
ッ

ジ
ム
の
著
作
で
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
も
手
稿
本
の
本
文
部
分
に
あ
る
。

　
こ
れ
以
外
の
作
品
は
す
べ
て
欄
外
余
白
に
斜
め
書
き
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
短
編
で
あ
る
。
ア
ラ
ー
・
ム
ナ
ッ
ジ
ム ʿAlā al-

M
unajjim

（
一
三
世
紀
）『
年
々
の
規
則 Aḥkām

 al-Aʿw
ām

』【
⑲
】、

ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ジ
ャ
リ
ー
ル
・
ス
ィ
ジ
ュ
ズ

ィ
ー Aḥm

ad b. ʿAbd al-Jalīl Sijzī

（
一
〇
二
〇
没
）『
推
移
の
規
則 

Aḥkām
-i Taḥāw

īl

』【
⑳
】、
ア
リ
ー
・
バ
ク
リ
ー ʿAlī Bakrī

（
一
三

世
紀
）『
才
能
の
論
証 Burhān al-Kifāya

』【
㉓
】、
無
名
氏
『
六
十

の
表 Jadw

al-i Sittīnī

』【
㉕
】
は
、
い
ず
れ
も
天
文
学
に
関
す
る
作

品
で
あ
る
。

　
目
次
に
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
以
外
に
、『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド 

Uqlīdus

』【
㉛
】、『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト M

ajistī

』【
㉜
】、『
規
則 

Aḥkām

』【
㉝
】、『
ア
ブ
ー
・
マ
ア
シ
ャ
ル Abū M

aʿshar

』【
㉞
】

と
い
う
天
文
学
書
と
お
ぼ
し
き
作
品
名
が
確
認
で
き
る
が
、
テ
ク
ス

ト
部
分
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
た
だ
し
、
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
に
『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
知

識
に
関
す
る
梗
概 M

ukhtaṣar dar ʿIlm
-i Uqlīdus

』 

な
る
作
品
が

収
録
さ
れ
て
お
り（

（7
（

、『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
』【
㉛
】
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
と
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
❷
挿
絵
付
小

型
傑
作
集
に
は
、
そ
の
他
に
も
、『
暦
と
ア
ス
ト
ロ
ラ
ー
ベ
の
知
識 

M
aʿrifat dar Taqw

īm
 w

a Usturlāb

』、
そ
し
て
、
ジ
ャ
ム
シ
ー
ド
・

ブ
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド
・
ブ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ド Jam

shīd b. M
asʿūd b. 

M
aḥm

ūd

（
通
称
ギ
ヤ
ー
ス Ghiyāth

）
が
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
た
め

に
書
き
下
ろ
し
た
『
天
文
学
の
知
識
に
関
す
る
梗
概
』
が
収
録
さ
れ

て
お
り（

（7
（

、
こ
れ
ら
の
作
品
が
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
の
目
次
に
名
前

だ
け
登
場
す
る
作
品
に
比
定
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
さ
れ
た
傑
作
集
で
は
、
天
文

学
の
教
養
に
つ
い
て
は
、
覚
え
や
す
さ
の
た
め
に
韻
文
形
式
で
編
ま
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れ
た
簡
潔
な
も
の
か
ら
、
散
文
形
式
で
編
ま
れ
た
簡
潔
な
も
の
、
そ

し
て
、
散
文
形
式
で
編
ま
れ
た
大
部
な
も
の
に
到
る
ま
で
、
様
々
な

作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
天
文

学
に
対
す
る
強
い
関
心
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

生
物
学
の
教
養

　
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
の
天
文
学
関
係
の
作
品
の
最
後
に
は
、

無
名
氏
『
獣
医
学
の
知
識
に
関
す
る
梗
概 M

ukhtaṣar fī ʿIlm
-i 

Bayṭara

』【
㉔
ａ
】
と
無
名
氏
『
鷹
書 Bāz-nām

a

』【
㉔
ｂ
】
と
い

う
、
簡
潔
な
生
物
学
に
関
係
す
る
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
前
者

に
つ
い
て
は
、
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
の
中
に
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
に

は
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
同
じ
内
容
の
作
品
が
確
認
で
き
る（

（7
（

。

歴
史
学
の
教
養

　
❶
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
の
散
文
の
部
の
後
半
部
は
、
歴
史
学
と

医
学
の
作
品
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
リ
ス
ボ

ンLA161

本
の
第
二
分
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
の
冒

頭
を
飾
る
の
が
、
ハ
ム
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
・
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
ー Ḥ

am
d 

Allāh M
ustaw

fī

（
一
三
四
四
以
降
没
）『
選
史 Tārīkh-i Guzīda

』

【
㉖

（
（8
（

】
で
あ
る
。『
選
史
』
は
、
一
三
二
九
／
三
〇
年
に
イ
ル
ハ
ー
ン

朝
宰
相
ギ
ヤ
ー
ス
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ラ
シ
ー
デ
ィ
ー Ghiyāth al-

Dīn Rashīdī

（
一
三
三
六
没
）
に
献
呈
さ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
語
普
遍
史

書
で
あ
る
。
縮
約
版
が
収
録
さ
れ
る
作
品
が
多
い
こ
の
傑
作
集
に

お
い
て
、『
選
史
』
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
第
二
三
五
葉
裏
面
の
本
文
部
分
に
始
ま
り
第

三
二
五
葉
裏
面
ま
で
続
き
、
そ
の
続
き
が
、
最
初
の
第
二
三
五
葉
裏

面
の
欄
外
余
白
部
分
に
斜
め
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
文
章
が
欄
外
に
斜
め
書
き
さ
れ
る
形
で
続
い
て
い
き
、
第
二
九
四

葉
裏
面
に
到
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
文
記
事
も

欄
外
余
白
記
事
も
『
選
史
』
の
記
事
と
い
う
紙
面
の
使
い
方
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
掲
図
四
参
照
）。
ま
た
、
こ
の
『
選
史
』

に
は
、
七
枚
の
挿
絵
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
傑
作
集
に
収
録
さ
れ
る

作
品
の
中
で
も
特
に
見
栄
え
の
よ
い
作
り
に
な
っ
て
い
る（

（8
（

。こ
の『
選

史
』
の
後
に
は
、
短
い
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
伝
記
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
時
代
に
好
評
を
博
し
た
ペ
ル
シ
ア
語
普
遍
史
書
と

し
て
は
、
イ
ル
ハ
ー
ン
朝
宮
廷
で
活
躍
し
た
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ

ー
ン Rashīd al-Dīn

（
一
三
一
八
没
）『
集
史 Jām

iʿ al-Taw
ārīkh

』

が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
宮
廷
で
重
要

視
さ
れ
て
い
た
の
は
『
選
史
』
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
に
献
呈

さ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
語
普
遍
史
書
『
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
無
名
氏
の
史
書
』

の
内
容
も
『
集
史
』
よ
り
も
『
選
史
』
に
近
い（

（8
（

。
ち
な
み
に
、
ム

ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
の
別
著
で
あ
る
韻
文
普
遍
史
書
『
勝
利
の
書 Ẓafar-

nām
a

』
の
ロ
ン
ド
ン
本
（British Library, M

s. Or. 2833

）
は
、

一
四
〇
五
年
三
月
に
マ
フ
ム
ー
ド
・
ブ
ン
・
サ
イ
ー
ド
・
ブ
ン
・
ア
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ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
・
フ
サ
イ
ニ
ー M

aḥm
ūd b. Saʿīd b. ʿAbd Allāh 

al-Ḥ
usaynī 

に
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
本
（M

useum
 of Turkish and 

Islam
ic Arts, M

s. 2042

）は
、一
四
〇
六
年
三
月
二
二
日
に
ハ
サ
ン
・

ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
・
カ
ー
リ
ー Ḥ

asan b. ʿAbd Allāh al-
Qārī 

に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（8
（

。
こ
の
二
人
の
写
字
生

は
そ
の
名
前
か
ら
お
じ
と
甥
の
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
前
者

は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
さ
れ
た
と
さ
れ
る
前
述
の
挿
絵
付
傑
作

集
ロ
ン
ド
ンOr2780

本
の
写
字
生
の
兄
弟
に
あ
た
る
。
ち
な
み
に
、

ロ
ン
ド
ンOr2780

本
の
写
字
生
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
死
後
、
フ

ァ
ー
ル
ス
地
方
を
支
配
し
た
、
シ
ャ
ー
・
ル
フ
の
息
子
イ
ブ
ラ
ー
ヒ

ー
ム
・
ス
ル
タ
ー
ン
（
一
四
三
五
没
）
の
た
め
に
一
四
二
〇
年
三
／

四
月
に
書
写
さ
れ
た
『
選
史
』
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
（Bavarian State 

Library, M
s. Cod. Pers. 205

）
の
写
字
生
で
も
あ
る
。
フ
ァ
ー
ル

ス
地
方
で
、
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
の
諸
著
作
の
豪
華
装
飾
手
稿
本
が
精

力
的
に
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
に
お
け
る

歴
史
叙
述
の
伝
統
を
考
え
る
上
で
、重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
ま
た
、
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
に
も
歴
史
書
が
一
冊
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
簡
潔
な
ペ
ル
シ
ア
語
普
遍
史
書
、
バ
イ
ダ

ー
ウ
ィ
ー Bayḍāw

ī

（
一
三
一
六
／
七
没
）『
歴
史
の
秩
序 N

iẓām
 

al-Taw
ārīk

（
（8
（h

』 （
一
二
七
五
年
）
の
縮
約
版
で
あ
り
、
や
は
り
『
集
史
』

で
は
な
い（

（8
（

。

百
科
事
典
的
教
養

　
目
次
に
登
場
す
る
『
真
珠
の
王
冠
の
法
学
』【
㉗
】
と
い
う
書
名
は
、

イ
ル
ハ
ー
ン
朝
時
代
に
活
躍
し
幅
広
い
分
野
で
著
作
を
遺
し
た
ク
ト

ゥ
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ
ー Quṭb al-Dīn Shīrāzī

（
一
三
一
一
没
）
に
よ
る
百
科
事
典
『
真
珠
の
王
冠 Durrat al-Tāj

』

の
こ
と
で
、
そ
の
跋
文
第
二
部
「
ム
ス
リ
ム
の
諸
柱
」
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
分
冊
に
収
録
さ
れ
る
『
礼
拝
入
門
』

【
⑦
ｂ
】
と
同
様
に
、
信
仰
儀
礼
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
『
真
珠
の
王
冠
』
に
つ
い
て
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
た

め
に
一
四
一
〇
年
頃
に
書
写
さ
れ
た
手
稿
本
（
私
蔵
）
も
残
さ
れ

て
お
り（

（8
（

、
そ
の
他
の
記
述
に
つ
い
て
も
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
目
次
に
は
『
驚
異
の
贈
物 Tuḥfat al-

Gharāyib

』【
㉟
】
と
い
う
書
名
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
部
分
の
テ

ク
ス
ト
は
存
在
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
じ
書
名
の
作
品
が
、
❷

挿
絵
付
小
型
傑
作
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
作
品
の
こ
と

で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
、
一
一
世
紀
に
活
躍
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・

タ
バ
リ
ー M

uḥam
m

ad Ṭabarī

（
生
没
年
不
詳
）
の
ペ
ル
シ
ア
語

博
物
誌
の
こ
と
で
あ
る（

（8
（

。

医
学
の
教
養

　
第
二
分
冊
の
後
半
部
の
本
文
部
分
の
中
心
を
占
め
る
テ
ク
ス
ト

は
、
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ
ー
朝
（
一
〇
九
七
―
一
二
三
一
）
宮
廷
に
仕
え
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た
医
師
ジ
ュ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー Jurjānī

（
一
一
三
六
没
）
に
よ
る
ペ

ル
シ
ア
語
医
学
書
『
医
学
の
目
的 Aghrāḍ-i Ṭibb

』【
㉘

（
（8
（

】
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
冒
頭
の
メ
ダ
イ
ヨ
ン
装
飾
に
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
名
前
が

書
か
れ
た
『
医
学
の
目
的
』
単
独
の
パ
リ
本
（N

ational Library, 
M

s. Suppl. persan 1963

）
も
残
さ
れ
て
お
り（

（8
（

、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
が

こ
の
作
品
を
い
か
に
好
ん
で
い
た
の
か
が
う
か
が
え
る
。
❷
挿
絵
付

小
型
傑
作
集
に
も
医
学
書
が
一
点
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も

同
じ
著
者
ジ
ュ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
よ
る
医
学
書
『
ア
ラ
ー
の
小
論 

Khuffī-yi ʿAlāʾī

』
で
あ
る（

（9
（

。
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
に
お
け
る
ジ
ュ
ル

ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
ペ
ル
シ
ア
語
医
学
書
の
需
要
の
大
き
さ
が
う
か
が
え

る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
彼
に
よ
る
最
も
大
部
な
医
学
書
『
ホ
ラ
ズ

ム
シ
ャ
ー
の
貯
蔵
庫 Dhakhīra-yi Khw

ārazm
shāhī

』
の
名
前
が

登
場
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
包
括
的
で
大
部
な
作
品
よ
り
も
、
縮
約

版
で
簡
便
な
入
門
書
の
方
が
好
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

錬
金
術
の
教
養

　
第
二
分
冊
に
は
、
錬
金
術
関
連
の
短
い
作
品
が
二
つ
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
無
名
氏
『
錬
金
術
に
関
す
る
論
文 Risāla dar Iksīr

』【
㉙
】

と
『
錬
金
薬
液
の
技
術 Ṣanʿat-i Iksīr

』【
㉚
】
で
あ
る
。
後
者
は
、

ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
ラ
ー
ズ
ィ
ー Abū Bakr Rāzī

（
九
二
五
あ

る
い
は
九
三
二
没
）
の
ア
ラ
ビ
ア
語
著
作
の
翻
訳
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
目
次
に
は
な
い
が
、
こ
の
後
に
無
名
氏
『
鉱
石
の
書 

Kitāb-i Jaw
āhir-nām

（
（9
（a

』
と
い
う
錬
金
術
に
関
連
す
る
鉱
物
学
の

著
作
も
収
録
さ
れ
て
い
る（

（9
（

。
興
味
深
い
こ
と
に
、
❷
挿
絵
付
小
型
傑

作
集
で
は
、
両
作
品
と
は
別
の
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
た
め
に
作
成
さ

れ
た
短
い
著
作
が
収
録
さ
れ
て
お
り
（
無
名
氏
『
赤
い
硫
黄
に
関
す

る
論
文 Risāla-yi Kibrīt-i Aḥm

ar

』
と
ギ
ヤ
ー
ス
・
キ
ル
マ
ー
ニ

ー Ghiyāth Kirm
ānī

『
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
鏡 M

irʾāt-i Sikandar

（
（9
（ī

』）、

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
は
こ
の
分
野
に
つ
い
て
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

ペ
ル
シ
ア
語
の
教
養

　
第
二
分
冊
の
最
後
に
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
学
習
の
た
め
の
簡
潔
な
文

献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
ペ
ル
シ
ア
語
辞
典 Lughat-i Furs

』【
㊱
】

は
、
ア
サ
デ
ィ
ー
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー Asadī Ṭūsī 

（
一
〇
七
二
／
三

頃
没
）
が
著
し
た
現
存
す
る
最
古
の
ペ
ル
シ
ア
語
ペ
ル
シ
ア
語
辞
典

で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
ア
ラ
ビ
ア
語
辞
典
の
特
徴
を
受
け
継
ぎ
、
語

頭
で
は
な
く
語
尾
の
文
字
の
順
番
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
、
詩
を
詠
む
際
に
脚
韻
を
揃
え
る
際
に
有
用
な
形
式
を
備
え
て
い

る（
（9
（

。
続
く
『
韻
律
学
に
関
す
る
梗
概 M

ukhtaṣar dar ʿIlm
-i ʿArūḍ

』

【
㊲
】
は
、
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ
ー
朝
の
宮
廷
詩
人
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ

ィ
ー
ン
・
ワ
ト
ワ
ー
ト Rashīd al-Dīn W

aṭw
āṭ

（
一
一
八
二
／
三
没
）

に
よ
る
ペ
ル
シ
ア
語
修
辞
学
書
『
魔
法
の
園 Ḥ

adāyiq al-Siḥ

（
（9
（r

』 

の

縮
約
版
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
ワ
ト
ワ
ー
ト
本
人
の
著
作
に
比
定
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さ
れ
る
が（

（9
（

、
こ
の
作
品
の
序
文
の
内
容
か
ら
は
、
後
世
の
著
者
に
よ

る
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
た
め
に
新
し
く
作
成
さ
れ
た
縮
約
版
か
、
既

に
流
布
し
て
い
た
縮
約
版
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、ム
ス
リ
ム
諸
王
朝
の
君
主
た
ち
に
よ
る
学
芸
保
護
と
、

彼
ら
に
と
っ
て
の
学
知
の
在
り
方
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
そ
の
象
徴
的
事
例
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
テ
ィ
ム

ー
ル
朝
の
王
子
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
に
献
呈
さ
れ
た
傑
作

集
の
内
容
の
分
析
を
、「
美
術
作
品
」
と
し
て
で
は
な
く
「
学
術
作
品
」

と
い
う
捉
え
方
を
し
つ
つ
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
傑
作
集
に
は
、
形

式
的
に
は
、
韻
文
と
散
文
の
別
を
問
わ
ず
、
文
学
、
法
学
、
天
文
学
、

生
物
学
、
歴
史
学
、
医
学
、
修
辞
学
な
ど
様
々
な
分
野
の
作
品
が
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
先
行
研
究
で

誤
っ
て
比
定
さ
れ
て
い
た
幾
つ
か
の
作
品
に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報

を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
で
勃
興
し
た
王
朝
の

君
主
と
し
て
重
要
な
ペ
ル
シ
ア
語
詩
や
ペ
ル
シ
ア
語
修
辞
学
の
知
識

だ
け
で
は
な
く
、
法
学
や
歴
史
学
、
そ
し
て
、
天
文
学
や
医
学
に
ま

で
そ
の
知
識
の
幅
は
広
が
っ
て
い
た
。

　
先
行
研
究
で
は
、
傑
作
集
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、
テ
ィ
ム
ー
ル

朝
の
王
族
に
必
要
な
知
識
を
涵
養
す
る
も
の
と
い
う
鑑
文
学
作
品
的

役
割（

（9
（

と
、
あ
ら
ゆ
る
学
知
を
統
括
す
る
偉
大
な
君
主
と
し
て
の
正
当

性
を
示
す
も
の
と
い
う
政
治
的
役
割（

（9
（

が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ

ん
幅
広
い
学
知
を
統
括
し
、
著
名
な
知
識
人
た
ち
を
庇
護
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、（
時
に
自
ら
の
姿
を
意
識
し
た
）
挿
絵
を
含
む
豪
華

な
手
稿
本
を
作
成
さ
せ
保
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
ム
ス
リ
ム
諸
王
朝

の
君
主
の
権
威
付
け
に
は
必
要
不
可
欠
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
役
割
が

あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
説
得
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
で
、
必

ず
し
も
全
て
の
分
野
の
知
識
が
網
羅
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
分
野
の
文
献
に
つ
い
て
も
、

そ
の
質
や
量
が
一
定
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
嗜
好
や
イ
ス
カ
ン

ダ
ル
の
得
意
不
得
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
宗
教

的
嗜
好
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
な
シ
ー
ア
派
へ
の
傾
倒
を
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
天
文
学
作
品
に
つ
い
て
は
、
質
と
量
と
も
に
様
々
な
性

格
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
天
文
学
に
対
す
る
強
い
関
心

が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
施
行
す
る
ム
ス
リ
ム
諸

王
朝
の
君
主
に
と
っ
て
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学

や
神
学
に
属
す
る
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

が
、
法
学
書
と
し
て
こ
こ
で
登
場
す
る
の
は
、
初
歩
的
な
教
義
や
礼

拝
に
つ
い
て
の
指
南
書
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
イ

ス
カ
ン
ダ
ル
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
し
て
の
基
本
的
な
教
養
を
い
ま

だ
十
分
に
習
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
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か
も
し
れ
な
い
。

　
最
後
に
、
傑
作
集
を
作
成
す
る
際
に
、
過
去
の
名
作
を
そ
の
ま
ま
、

あ
る
い
は
、
そ
の
縮
約
版
を
た
だ
収
録
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
し

い
作
品
を
編
纂
さ
せ
、
傑
作
集
に
組
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
点
に
も

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
が
含
ま

れ
る
天
文
学
書
『
吉
兆
な
る
誕
生
と
暦
』、
自
ら
の
名
前
が
題
名
に

付
さ
れ
た
錬
金
術
書
『
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
鏡
』
は
、
ま
さ
に
、
イ
ス

カ
ン
ダ
ル
の
た
め
に
新
し
く
書
き
下
ろ
さ
れ
た
作
品
に
あ
た
る
。
傑

作
集
を
作
成
す
る
際
に
、
ど
う
し
て
も
過
去
の
名
作
か
ら
は
補
え
な

い
必
要
な
知
識
が
生
じ
て
く
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
宮
廷
に
仕
え
た
知
識
人
た
ち
が
そ
の
制
作
に
あ
た

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
の
多
く
は
著
者
名
も
作
品
名
も

不
明
で
、
後
世
に
単
独
の
作
品
と
し
て
書
写
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

傑
作
集
の
一
部
と
し
て
見
落
と
さ
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
。し
か
し
、

こ
こ
で
補
わ
れ
た
作
品
こ
そ
が
、
そ
の
宮
廷
で
そ
の
為
政
者
が
必
要

と
し
た
知
識
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
傑
作
集
に
含
ま
れ
る
書

き
下
ろ
し
作
品
の
分
析
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
研
究
に
新
し
い
史

料
的
可
能
性
を
提
示
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う（

（9
（

。

　
傑
作
集
に
収
録
さ
れ
る
作
品
そ
の
も
の
に
は
、
傑
作
集
が
作
成
さ

れ
た
時
代
の
歴
史
を
再
構
成
す
る
材
料
は
多
く
含
ま
れ
て
い
な
い
場

合
が
多
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
傑
作
集
は
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
作
成

者
に
と
っ
て
の
学
知
の
在
り
方
を
考
え
る
有
力
な
材
料
に
な
り
得
る

の
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、JSP

S

科
研
費16K

16922

、20K
13193

に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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icate Republic of Letters, 

Cam
bridge: Cam

bridge University Press, 2016, pp. 89–90.

（
18
）『
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
無
名
氏
の
史
書
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に
つ
い
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は
、
川
口
『
テ
ィ
ム

ー
ル
帝
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支
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研
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一
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五
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五
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遍
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の
変
貌
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ペ
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シ
ア
語
文
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お
け
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大
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出
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一
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年
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九
七
―
三
〇
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頁
参
照
。
こ
の
歴

史
書
の
著
者
を
前
述
の
ム
イ
ー
ン
・
ナ
タ
ン
ズ
ィ
ー
と
す
る
学
説
も

あ
る
が
、
史
料
中
で
ム
イ
ー
ン
・
ナ
タ
ン
ズ
ィ
ー
が
著
し
た
と
さ
れ

て
い
る
の
は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
伝
記
で
あ
り
、
普
遍
史
書
で
は
な

い
。
ま
た
、『
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
無
名
氏
の
史
書
』
の
著
者
と
同
じ
歴

史
家
が
著
し
た
と
さ
れ
る
『
ム
イ
ー
ン
の
歴
史
精
髄 M

untakhab al-
Taw

ārīkh-i M
uʿīnī

』
の
題
名
に
付
さ
れ
て
い
る
「
ム
イ
ー
ン
」
は
著

者
の
名
前
で
は
な
く
、
こ
の
歴
史
家
が
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
死
後
に
仕

え
た
シ
ャ
ー
・
ル
フ
の
尊
称
「
ム
イ
ー
ン
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン M

uʿīn 
al-Dīn

」
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
（
例
え
ば
、
同
時
代
に
編
纂
さ
れ

た
イ
ブ
ン
・
イ
ナ
バ Ibn ʿInaba

（
一
四
三
五
没
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に
よ
る
普
遍
史
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ス
ル
タ
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王
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フ
ァ

フ
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諸
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ァ
フ
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ア
ッ
デ
ィ
ー

ン Fakhr al-Dīn 

と
い
う
サ
イ
イ
ド
に
献
呈
さ
れ
た
も
の
で
、
書
名

に
献
呈
対
象
者
の
名
前
を
入
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
）、
比
定

の
論
拠
と
は
な
ら
な
い
（
川
口
『
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
支
配
層
の
研
究
』

一
二
三
頁; 

大
塚
『
普
遍
史
の
変
貌
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九
八
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註
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献
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❶
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ūza w
a M

arkaz-i 
Asnād-i M

ajlis-i Shūrā-yi Islām
ī, 1390kh, pp. 459–465. 

な
お
先

行
研
究
で
は
、
同
じ
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
分
類
の
手
稿
本 M

s. Ayasofya 
3945 

は
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
献
呈
さ
れ
た
詩
集
の
傑
作
集
だ
と
さ
れ

る
が
（Soucek, “The M

anuscripts of Iskandar Sultan,” p. 128

）、

手
稿
本
目
録
で
は
オ
ス
マ
ン
朝
第
七
代
君
主
メ
フ
メ
ト
二
世
（
在
位

一
四
四
四
―
一
四
四
五
、一
四
五
一
―
一
四
八
一
）
へ
の
献
呈
書
だ
と

さ
れ
る
（Ḥ

usaynī, Dastniw
īs, pp. 490–491

）。

（
27
）Ch. Rieu, Supplem

ent to the Catalogue of the Persian M
anuscripts 

in the British M
useum

, London: British M
useum

 Publications 
Ltd., 1977, pp. 133–137.

（
28
）J. V. S. W

ilkinson, The Chester Beatty Library: A Catalogue of 
the Persian M

anuscripts and M
iniatures, Vol. 1, Dublin: H

odges 
Figgis &

 Co. Ltd, 1959, pp. 30–32.

（
29
）Ī. Afshār &

 M
. T. Dānish-pazhūh, Fihrist-i Nuskha-hā-yi Khaṭṭī-

yi Kitābkhāna-yi M
illī-yi M

alik, Vol. 9, Tehran: Kitābkhāna-yi 
M

illī-yi M
alik, 1371kh, pp. 109–110; E. Sim

s &
 S. Tourkin, “The 

Ark of Poetry (jong-e ashʾar) in the M
alek Library in Tehran,” 

in S. Rastegar &
 A. Vanzan (eds.), M

uraqqaʾe Sharqi: Studies 
in H

onor of Peter Chelkow
ski, D

ogana &
 Serravalle: AIEP 

Editore, 2007, pp. 188–194; B. W
. Robinson, “Tw

o Illustrated 
M

anuscripts in the M
alek Library, Tehran,” in P. P. Soucek 

(ed.), Content and Context of Visual Arts in the Islam
ic W

orld, 
University Park &

 London: The Pennsylvania State University 

Press, 1988, pp. 91–94.

（
30
）
書
写
の
年
代
と
場
所
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
、B. W

. Robinson, 
““Zenith of H

is Tim
e”: The Painter Pir Ahm

ad Baghshim
ali,” in 

Sh. R. Canby(ed.), Persian M
asters: Five Centuries of Painting, 

Bom
bay: M

arg Publications, 1990, p.13 

に
従
っ
た
。

（
31
）F. E. Karatay, Topkapı Sarayı M

üzesi Kütüphanesi Farsça Yazm
alar 

Kataloğu, Istanbul: Topkapı Sarayı M
üzesi, 1961, pp. 309–310.

（
32
）B. Schm

itz &
 Z. A. Desai, M

ughal and Persian Paintings and 
Illustrated M

anuscripts in the Raza Library, Ram
pur, Ram

pur 
&

 N
ew

 Delhi: Ram
pur Raza Library &

 Indira Gandhi N
ational 

Centre for the Arts, 2006, pp. 186–187.

（
33
）Th. W

. Lentz &
 G. D. Low

ry, Tim
ur and the Princely Vision: 

Persian Art and Culture in the Fifteenth Century, Los Angeles: 
Los Angeles Country M

useum
 of Art, 1989, pp. 148–149, 

157 n. 112;  D. J. Roxburgh, “The Aesthetics of Aggregation: 
Persian Anthologies of the Fifteenth Century,” in O. Graber 
&

 C. Robinson (eds.), Islam
ic Art and Literature, Princeton: 

M
arkus W

iener Publishers, 2001, pp. 128–130. 

こ
の
傑
作
集
に

収
録
さ
れ
て
い
る
テ
ィ
ム
ー
ル
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
英
訳
（W

. 
M

. Thackston, A Century of Princes: Sources on Tim
urid H

istory 
and Art, Cam

bridge, M
ass.: The Aga Khan Program

 for Islam
ic 

Architecture, 1989, pp. 237–246

）
が
あ
り
、
川
口
『
テ
ィ
ム
ー

ル
帝
国
支
配
層
の
研
究
』
一
四
七
―
一
五
七
頁
で
詳
細
な
分
析
が
な

さ
れ
て
い
る
。

（
34
）W

right, The Look of the Book, p. 344 n. 164.

（
35
）Lisbon, M

s. LA161, fols. 1b–2a; London, M
s. Add. 27261, fols. 

2b–3a; Istanbul, M
s. Ayasofya 3857, fols. 1b–2a.
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（
36
）
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、F. Keshavarz, “The H

oroscope of 
Iskandar Sultan,” Journal of the Royal Asiatic Society, 1984/2, 
pp. 197–208; L. P. Elw

ell-Sutton, “A Royal Tīm
ūrid N

ativity 
Book,” in R. M

. Savory &
 D. A. Agius (eds.), Logos Islam

ikos: 
Studia Islam

ica in H
onorem

 Georgii M
ichaelis W

ickens, 
Toronto: Pontifical Institute of M

ediaeval Studies, 1984, pp. 
119–136

参
照
。

（
37
）Soucek, “The M

anuscripts of Iskandar Sultan,” p. 126.

（
38
）Rieu, Supplem

ent to the Catalogue of the Persian M
anuscripts, 

pp. 133–137.

（
39
）
例
え
ば
、Roxburgh, “The Aesthetics of Aggregation,” pp. 124–

128.

（
40
）Soucek, “The M

anuscripts of Iskandar Sultan,” pp. 119–120.

（
41
）Istanbul, M

s. Ayasofya 3857, fols. 1b–2a.

（
42
）London, M

s. Add. 27261, fols. 301b–309a, 345b–348a.

（
43
）W

right, The Look of the Book, p. 104.

（
44
）Lisbon, M

s. LA161, fol. 4b.

（
45
）
ペ
ル
シ
ア
語
の
詩
形
に
つ
い
て
は
、
黒
柳
恒
男
『
増
補
新
版
ペ

ル
シ
ア
文
芸
思
潮
』（
東
京
外
国
語
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
）、

二
五
―
三
二
頁
参
照
。

（
46
）N

iẓām
ī, Kulliyāt-i N

iẓām
ī Ganjaw

ī, ed. W
. D

astgardī, 2
vols., 

Tehran: Intishārāt-i N
igāh, 1381kh; 

ニ
ザ
ー
ミ
ー
〔
黒
柳
恒
男

訳
〕『
七
王
妃
物
語
（
ハ
フ
ト
・
パ
イ
カ
ル
）』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、

一
九
七
一
年
）; 

ニ
ザ
ー
ミ
ー
〔
岡
田
恵
美
子
訳
〕『
ホ
ス
ロ
ー
と
シ

ー
リ
ー
ン
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、一
九
七
七
年
）; 

ニ
ザ
ー
ミ
ー
〔
岡

田
恵
美
子
訳
〕『
ラ
イ
ラ
と
マ
ジ
ュ
ヌ
ー
ン
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、

一
九
八
一
年
）。

（
47
）
た
だ
し
、
こ
の
縮
約
版
が
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
た
め
に
作
成
さ
れ

た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
既
に
存
在
し
て
い
た
縮
約
版
を
書
き

写
し
た
だ
け
の
も
の
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

（
48
）London, M

s. Add. 27261, fols. 301b–309a, 3b–294a; Istanbul, 
M

s. Ayasofya 3857, fols. 2b–273b.

（
49
）
ニ
ザ
ー
ミ
ー
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
伝
承
に
つ
い
て
は
、
山
中
由

里
子
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
変
相
―
古
代
か
ら
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
一
七
四
―
一
九
五
頁
参
照
。

（
50
）
ア
ッ
タ
ー
ル
〔
黒
柳
恒
男
訳
〕『
鳥
の
言
葉
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、

二
〇
一
二
年
）。

（
51
）Jalāl al-Dīn M

uḥam
m

ad b. M
uḥam

m
ad b. al-Ḥusayn al-Balkhī al-

Rūm
ī, M

athnaw
ī-yi M

aʿnaw
ī, ed. N

. Pūrjaw
ādī, 4

vols., Tehran: 
Intishārāt-i Am

īr-i Kabīr, 1363kh.

（
52
）Aw

ḥadī, D
īw

ān-i Aw
ḥadī M

arāghī, ed. S. N
afīsī, Tehran:

 Intishārāt-i Am
īr Kabīr, 1340kh, pp. 455–479. 

ア
ウ
ハ
デ
ィ

ー
の
も
う
一
つ
の
叙
事
詩
形
に
よ
る
神
秘
主
義
著
作
『
ジ
ャ
ム
の

盃 Jām
-i Jam

』
は
、
❷
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る

（London, M
s. Add. 27261, fols. 420b–504a

）。

（
53
）Abū al-M

ajd M
ajdūd b. Ādam

 Sanāʾī Ghaznaw
ī, Ḥ

adīqat al-
Ḥ

aqīqa w
a Sharīʿat al-Ṭarīqa, ed. M

. M
udarris Raḍaw

ī, Tehran: 
Intishārāt-i Dānishgāh-i Tihrān, 1394kh.

（
54
）Istanbul, M

s. Ayasofya 3857, fols. 321a–364b, 519a–523a, 
513a–518b.

（
55
）
目
次
に
は
『
グ
シ
ュ
タ
ー
ス
ブ
の
書 Gushtāsb-nām

a

』
と
あ
る

た
め
、
ア
サ
デ
ィ
ー Asadī

（
一
〇
七
二
／
三
没
）
の
同
名
の
著
作

の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
（W

right, The Look of the 
Book, pp. 102–103

）、
そ
の
内
容
は
『
王
書
』
の
グ
シ
ュ
タ
ー
ス
ブ
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伝
に
一
致
す
る
（Firdaw

sī, Shāh-nām
a, ed. Kh. M

uṭlaq, Vol. 5, 
Tehran: M

arkaz-i Dāʾirat al-M
aʿārif-i Buzurg-i Islām

ī, 1389kh, 
pp. 12–76

）。

（
56
）A. M

unzaw
ī, Fihrist-i N

uskha-hā-yi Khaṭṭī-yi Fārsī, Vol. 4,
Tehran: M

uʾassasa-yi Farhangī-yi M
anṭaqaʾī, 1351kh, pp. 

2817–2818. 
先
行
研
究
で
は
、
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ワ

ト
ワ
ー
ト Rashīd al-Dīn W

aṭw
āṭ

（
一
一
八
二
／
三
没
） 

の
著
作
と

さ
れ
て
い
る
が
（Ghiyāthiyān &

 Istūrkinbūm
, “N

uskha-ʾī,” pp. 
56–57

）、
内
容
は
一
致
し
な
い
。

（
57
）N

āṣir-i Khusraw
, Safar-nām

a-yi Ḥ
akīm

 N
āṣir-i Khusraw

 ba 
Inḍim

ām
-i Raw

shanāʾī-nām
a w

a Saʿādat-nām
a, ed. M

. Ghanī-
zāda,Tehran: Intishārāt-i Asāṭīr, 1384kh.

（
58
）Abū N

aṣr Farāhī, N
iṣāb al-Ṣibyān, ed. Ḥ

. Anw
arī, Tehran: 

M
arkaz-i N

ashr-i Dānishgāhī, 1372kh.

（
59
）Farāhī, N

iṣāb al-Ṣibyān, p. v.

（
60
）Farāhī, N

iṣāb al-Ṣibyān, p. v. 

例
え
ば
、
リ
ス
ボ
ンLA161

本
の

後
半
部
に
は
、
刊
本
に
は
存
在
し
な
い
二
八
～
四
〇
章
の
記
述
が
含

ま
れ
て
い
る
。

（
61
）Farāhī, N

iṣāb al-Ṣibyān, pp. 23–24. 

フ
ァ
ル
ワ
ル
デ
ィ
ー
ン
は

最
初
の
月
で
、
以
降
順
番
に
一
二
番
目
の
月
イ
ス
フ
ァ
ン
ダ
ー
ル
マ

ズ
ま
で
一
二
の
月
名
が
登
場
し
て
い
る
。

（
62
）
冒
頭
の
目
次
で
は
、『
最
小
限
度
額
と
韻
文
型
法
学
書 N

iṣāb w
a 

M
anẓūm

a-yi Fiqh

』
と
な
っ
て
い
る
。
手
稿
本
の
作
成
者
が
こ
の
二

著
作
を
同
一
の
作
品
と
考
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
文
で
は

明
ら
か
に
別
著
作
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
目
次
を
作
成
す
る
際
に
、

デ
ザ
イ
ン
上
の
問
題
か
ら
二
つ
の
著
作
を
一
つ
の
円
の
中
に
書
き
込

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
63
）M

. D
irāyatī, Fihristw

āra-yi D
astniw

isht-hā-yi Īrān (D
inā), 

Vol. 9, Tehran: Kitābkhāna, M
ūza w

a M
arkaz-i Asnād-i M

ajlis-i 
Shūrā-yi Islām

ī, 1389kh, p. 1168. 

こ
の
作
品
の
刊
本
は
確
認
で
き

て
い
な
い
。

（
64
）Tehran, M

s. 5932, fols. 1b–6a; Sim
s &

 Tourkin, “The Ark of 
Poetry,” p. 188.

（
65
）Lisbon, M

s. LA161, fol. 88a.

（
66
）Anon.,Tanklūshā, ed. R. Riḍā-zāda M

alik, Tehran: M
īrāth-i

M
aktūb, 1384kh, pp. 168–211.

（
67
）London, M

s. Add. 27261, fols. 332b–338b; Tehran, M
s. 5932, 

fols. 16b–25b; Sim
s &

 Tourkin, “The Ark of Poetry,” p. 191. 

（
68
）
リ
ス
ボ
ンLA161

本
で
は
、
こ
の
後
に
異
な
る
書
体
で
、
テ
ィ
ム

ー
ル
朝
時
代
に
活
躍
し
た
神
秘
主
義
詩
人
ジ
ャ
ー
ミ
ー
『
ユ
ー
ス
フ

と
ズ
ラ
イ
ハ
ー Yūsuf w

a Zulaykhā

』
か
ら
の
引
用
が
続
く
（Lisbon, 

M
s. LA161, fols. 98a–118b

）。
こ
の
作
品
は
、
手
稿
本
が
成
立
し

た
一
四
一
一
年
に
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
後
世
の
加
筆
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

（
69
）
サ
ァ
デ
ィ
ー
〔
沢
栄
三
訳
〕『
ゴ
レ
ス
タ
ー
ン
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
九
年
）。

（
70
）Soucek, “The M

anuscripts of Iskandar Sultan,” p. 122.

（
71
）Lisbon, M

s. LA161, fols. 130b–131a.

（
72
）Soucek, “The M

anuscripts of Iskandar Sultan,” p. 125. 

イ
ラ
ー
キ

ー
の
著
作
と
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
（Ghiyāthiyān &

 Istūrkinbūm
, 

“N
uskha-ʾī,” p.83

）。

（
73
）Shahm

ardān b. Abī al-Khayr Rāzī, Raw
ḍat al-M

unajjim
īn, ed. 

J. Ikhw
ān Zanjānī, Tehran: M

īrāth-i M
aktūb, 1384kh.

（
74
）N

aṣīr al-D
īn Ṭūsī, Zīj-i Īlkhānī, ed. Y. B

ābāpūr &
 M

.



－  64  －－  65  －

テ
ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
け
る
学
芸
保
護
と
学
知
（
大
塚
）

 Ghulām
īya, Qom

: M
ajm

aʿ-i Dhakhāʾir-i Islām
ī, 1391kh.

（
75
）London, M

s. Add. 27261, fols. 372b–542b.

（
76
）Karatay, Topkapı Sarayı M

üzesi Kütüphanesi Farsça Yazm
alar 

Kataloğu, p. 88.

（
77
）London, M

s. Add. 27261, fols. 343a–344a.

（
78
）London, M

s. Add. 27261, fols. 365b–372a, 340b–342a.

（
79
）London, M

s. Add. 27261, fols. 396b–398a.

（
80
）Ḥ

am
d Allāh M

ustaw
fī, Tārīkh-i Guzīda, ed. ʿA. N

aw
āʾī, Tehran: 

Intishārāt-i Am
īr-i Kabīr, 1366kh.

（
81
）
こ
の
手
稿
本
は
、
年
記
が
入
っ
て
い
る
『
選
史
』
の
手
稿
本
の
中

で
は
最
も
古
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
既
刊
の
ペ
ル
シ
ア
語
手
稿

本
目
録
な
ど
で
は
、
こ
の
傑
作
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
選
史
』
は

紹
介
さ
れ
て
き
て
お
ら
ず
、
今
後
、『
選
史
』
研
究
で
参
照
す
べ
き
手

稿
本
で
あ
る
。『
選
史
』
と
そ
の
手
稿
本
群
に
つ
い
て
は
、
大
塚
『
普

遍
史
の
変
貌
』
二
〇
三
―
二
一
八
頁; 

大
塚
修
「『
選
史
』
続
編
の

研
究
―
新
出
史
料
『
ジ
ャ
ラ
ー
イ
ル
朝
史
（
選
史
続
編
）』
を
中
心

に
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
八
五
号
、
二
〇
一
三
年
、

一
七
一
―
二
〇
五
頁
参
照
。

（
82
）
大
塚
『
普
遍
史
の
変
貌
』
二
九
九
―
三
〇
〇
頁
。

（
83
）Ḥ

am
d Allāh M

ustaw
fī, Ẓafar-nām

a, ed. M
. M

adāyinī, Vol. 1, 
Tehran: Pazhūhishgāh-i ʿUlūm

-i Insānī w
a M

uṭāliʿāt-i Farhangī, 
1380kh, pp. xxxii–xxxv.

（
84
）Qāḍī Nāṣir al-Dīn Bayḍāw

ī, Niẓām
 al-Taw

ārīkh, ed. M
. H. M

uḥaddith, 
Tehran: Bunyād-i M

aw
qūfāt-i Duktur M

aḥm
ūd Afshār, 1382kh.

（
85
）London, M

s. Add. 27261, fols. 294b–302a.

（
86
）Lentz &

 Low
ry, Tim

ur and the Princely Vision, pp. 149, 340.

（
87
）London, M

s. Add. 27261, fols. 302b–332b. 

こ
の
作
品
の
内
容
に

つ
い
て
は
刊
本 M

uḥam
m

ad b. Ayyūb al-Ḥ
āsib Ṭabarī, Tuḥfat al-

Gharāʾib, ed. J. M
atīnī, Tehran: Kitābkhāna, M

ūza w
a M

arkaz-i 
Asnād-i M

ajlis-i Shūrā-yi Islām
ī, 1391kh 

参
照
。

（
88
）Ism

āʿīl Jurjānī, Kitāb al-Aghrāḍ al-Ṭibbīya w
a al-M

abāḥith al-
ʿAlāʾīya, Tehran: Intishārāt-i Bunyād-i Farhang-i Īrān, 1345kh.

（
89
）Paris, N

ational Library, M
s. Suppl. persan 1963, fol. 1a.

（
90
）London, M

s. Add. 27261, fols. 345b–396b. 

こ
の
作
品
の
内
容

に
つ
い
て
は
刊
本 Sayyid Ism

āʿīl Jurjānī, Khuffī-yi ʿAlāʾī, ed. ʿA 
W

ilāyatī &
 M

. N
ajm

ābādī, Tehran: Intishārāt-i Iṭṭilāʿāt, 1369kh 

参
照
。

（
91
）
先
行
研
究
で
は
『
ニ
ザ
ー
ム
の
鉱
石
の
書 Jaw

āhir-nām
a-yi 

N
iẓām

ī

』
に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
（Ghiyāthiyān &

 Istūrkinbūm
, 

“N
uskha-ʾī,” p.84

）、

刊

本
（M

uḥam
m

ad b. Abī al-Barakāt 
Jaw

harī N
īshābūrī, Jaw

āhir-nām
a-yi N

iẓām
ī, ed. Ī. Afshār, 

Tehran: M
īrāth-i M

aktūb, 1383kh

）
の
内
容
と
は
異
な
る
。
序

文

に

は
、Afḍal al-Daw

la w
a al-Dīn Ghiyāth al-Islām

 w
a al-

M
uslim

īn 

と
い
う
献
呈
対
象
者
の
称
号
が
記
さ
れ
て
い
る
（Lisbon, 

M
s. LA161, fol. 429b

）。

（
92
）
リ
ス
ボ
ンLA161

本
で
は
、
こ
の
後
に
異
な
る
書
体
で
、『
馬
の

書 Furs-nām
a

』
の
縮
約
版
が
続
く
（Lisbon, M

s. LA161, fols. 
435a–439a

）
が
、
こ
れ
は
後
世
の
加
筆
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
93
）London, M

s. Add. 27261, fols. 344b–345a, 398a–403a.
（
94
）Abū M

anṣūr ʿAlī b. Aḥm
ad Ṭūsī, Lughat-i Furs, ed. ʿA. Iqbāl 

Āshtiyānī, Tehran: Intishārāt-i Asāṭīr, 1390kh.

（
95
）Rashīd al-Dīn W

aṭw
āṭ, Ḥ

adāyiq al-Siḥr fī Daqāyiq al-Shiʿr, ed. 
N. Y. Chalisova, M

oscow
: Izdatel’stvo <<N

auka>>, 1985.

（
96
）Ghiyāthiyān &

 Istūrkinbūm
, “N

uskha-ʾī,” p. 84.
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（
97
）Soucek, “The M

anuscripts of Iskandar Sultan,” p. 128.
（
98
）W

right, The Look of the Book, p. 103.

（
99
）
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
時
代
に
は
同
様
の
事
例
が
幾
つ
も
存
在
す
る
。
イ

ス
カ
ン
ダ
ル
が
敵
対
し
た
シ
ャ
ー
・
ル
フ
の
宮
廷
で
歴
史
編
纂
事
業

に
従
事
し
た
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
ア
ブ
ル
ー Ḥ

āfiẓ-i Abrū

（
一
四
三
〇
没
）

は
、
バ
ル
ア
ミ
ー Balʿam

ī

（
九
九
七
頃
没
）『
タ
バ
リ
ー
史
翻
訳 

T arjum
a-yi Tārīkh-i Ṭabarī

』、ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
『
集
史
』、

シ
ャ
ー
ミ
ー Shām

ī
（
生
没
年
不
詳
）『
勝
利
の
歴
史 Ẓafar-nām
a

』

を
核
に
、普
遍
史
の
『
傑
作
集 M

ajm
ūʿa

』
を
作
成
し
た
。
そ
の
際
に
、

こ
れ
ら
の
歴
史
書
が
扱
っ
て
い
な
い
時
代
に
つ
い
て
は
、
自
ら
、「
タ

バ
リ
ー
史
続
編
」、「
ク
ル
ト
朝
史
」、「
タ
ガ
イ
テ
ム
ル
、
ア
ミ
ー
ル
・

ワ
リ
ー
、
サ
ル
バ
ダ
ー
ル
政
権
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ル
グ
ン
シ
ャ
ー
」、

「
ラ
シ
ー
ド
史
続
編
」、「
ム
ザ
ッ
フ
ァ
ル
朝
史
」、「
勝
利
の
書
続
編
」、

「
シ
ャ
ー
・
ル
フ
の
歴
史
」
と
い
う
文
章
を
書
き
下
ろ
し
て
い
る
（
大

塚
『
普
遍
史
の
変
貌
』
三
二
三
―
三
二
六
頁
）。
こ
の
う
ち
、「
ラ
シ

ー
ド
史
続
編
」
は
刊
本 Ḥ

āfiẓ-i Abrū, Dhayl-i Jām
iʿ al-Taw

ārīkh-i 
Rashīdī, ed. Kh. Bayānī, Tehran: Intishārāt-i Anjum

an-i Āthār-i 
M

illī, 1350kh 

が
刊
行
さ
れ
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
時
代
の
重
要
な
一
次

史
料
と
さ
れ
て
い
る
。

（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
）
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ィ
ム
ー
ル
朝
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お
け
る
学
芸
保
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（
大
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）

別別
表表
：：
挿挿
絵絵
付付
大大
型型
傑傑
作作
集集
のの
目目
次次
とと
内内
容容

 
 

目
次
に
記
載
さ
れ
た
作
品
名

 
葉
数

 
内
容

 
分
野

 

①
 

ニ
ザ

ー
ミ

ー
の

五
部

作
か

ら
の

抜
粋

 
M
untakhab‐i	Kham

sa‐yi	Niẓām
ī 

4b–115a 
ニ
ザ
ー
ミ
ー
（1209

没
）『

五
部
作
』

 
文
学

 

②
 

鳥
の

言
葉

か
ら

の
抜

粋
 M

untakhab‐i	
M
anṭiq	al‐Ṭayr 

欄
外

4b–38b 
ア
ッ
タ
ー
ル
（1221

没
）『

鳥
の
言
葉
』

 
文
学

 

③
 

マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
ル
ー
ミ
ー
の
マ
ス
ナ
ウ
ィ

ー
か
ら
の
抜
粋

 M
untakhab‐i	M

athnaw
ī‐

yi	M
aw
lānā	Rūm

ī 
欄
外

39a–57 a  
ル
ー
ミ
ー
（1273

没
）『

マ
ス
ナ
ウ
ィ
ー
』

 
文
学

 

④
 

ア
ウ
ハ
デ
ィ
ー
の

10
の
書
簡

 Dah	Nām
a‐

yi	Aw
ḥadī 

欄
外

57b–66a 
ア
ウ
ハ
デ
ィ
ー
（1338

没
）『

恋
人
た
ち
の
言
葉
』

 
文
学

 

⑤
 

ナ
ー
ス

ィ
ル
・
フ
ス
ラ
ウ

の
光
明
の
書

 
Raw

shanā
īʾ‐nām

a‐yi	Nāṣir‐i	Khusraw
 

欄
外

67a–74a 
ナ
ー
ス
ィ
ル
・
フ
ス
ラ
ウ
（1088?没

）『
光
明
の
書
』 

文
学

 

⑥
 

サ
ナ

ー
イ

ー
の

庭
園

か
ら

の
抜

粋
 

M
untakhab‐i	Ḥadīqa‐yi	Sanā

īʾ 
欄
外

74b–80a 
サ
ナ
ー
イ
ー
（1134

没
）『

真
理
の
庭
園
』

 
文
学

 

⑦
 

最
小
限
度
額

 Niṣāb 
欄
外

80b–84b 
ア
ブ
ー
・
ナ
ス
ル
・
フ
ァ
ラ
ー
ヒ
ー
（1242

没
）『

若
者
た
ち
の
最
低
限
度
額
』

 
韻
文
辞
典

 

韻
文
型
法
学
書

 M
anẓūm

a‐yi	Fiqh 
欄
外

85a–88b 
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ブ
ハ
ー
ラ
ー
イ
ー
・
フ

ラ
ー
サ
ー
ニ
ー
（13

世
紀
）『

礼
拝
入
門
』

 
韻
文
法
学
書

 

⑧
 

韻
文
型
入
門
書

 M
adkhal‐i	M

anẓūm
a 

欄
外

88b–95a 
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
・
フ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ー

（13
世
紀
）『

韻
文
型
入
門
書
』

 
韻
文
天
文
学

書
 

⑨
 

グ
シ
ュ
タ
ー
ス
ブ
の
書

 Gushtāsb‐nām
a 

115b–122a 
フ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
ィ
ー
（1025

没
）『

王
書
』

 
文
学

 
⑩

 
独
創
的
な
思
考

 Abkār	al‐Afkār 
122b–129a 

ラ
ー
ミ
ー
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
ィ
ー
（1392/3

没
）『

十
章
』 

文
学

 

⑪
 

タ
ウ
シ
ー
フ
を
用
い
た
頌
詩
と
技
巧
的
な

頌
詩

 Qaṣāyid‐i	Taw
shīḥāt	w

a	M
aṣnūʿāt 

130b–169b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
文
学

 

⑫
 

韻
律
を
用
い
た
頌
詩
と
連
歌
を
用
い
た
頌

詩
 Qaṣāyid‐i	ʿArūḍīya	w

a	Tarjiʿāt 
170a–200b 

様
々
な
詩
人
の
詩

 
文
学

 

⑬
 

抒
情
詩

 Ghazaliyāt 
201b–234b;

欄
外

160a–191b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
文
学

 

⑭
 

思
考
の
極
み
か
ら
の
抜
粋

 M
untakhab‐i	

Natāyij	al‐Afkār 
欄
外

 130b–159b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
文
学

 

⑮
 

断
片
詩

 M
uqaṭṭaʿāt 

欄
外

192a–210b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
詩

 
⑯

 
四
行
詩

 Rubāiʿyāt 
欄
外

211a–229a 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
詩

 

⑰
 

単
体
詩

 M
ufradāt 

欄
外

229 b–230a 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
詩

 
謎
か
け

 M
uʿam

m
ayāt 

欄
外

230b–234b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
詩

 

⑱
 

占
星

術
師

た
ち

の
庭

園
 Raw

ḍat	al‐
M
unajjim

īn 
I 1b–108b 

シ
ャ
フ
マ
ル
ダ
ー
ン
（11

世
紀
）『

占
星
術
師
た
ち
の

庭
園
』

 
天
文
学

 

⑲
 

年
々
の
規
則

 Aḥkām
	al‐Aʿw

ām
 

I 欄
外

1b–60b 
ア
ラ
ー
・
ム
ナ
ッ
ジ
ム
（13

世
紀
）『

年
々
の
規
則
』 

天
文
学

 
⑳

 
年
々
の
推
移
と
誕
生

 Taḥāw
īl‐i	Sinīn	w

a	
Taw

ālīd 
I 欄

外
61a–92a 

ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ジ
ャ
リ
ー
ル
・
ス

ィ
ジ
ュ
ジ
ー
（1020

没
）『

推
移
の
規
則
』

 

㉑
 

吉
兆

な
る

誕
生

と
暦

 
M
aw
lū d‐i	

Hum
āyūn	w

a	Taqw
īm

 
W 1b–80a 

イ
マ
ー
ド
・
ム
ナ
ッ
ジ
ム
（15

世
紀
）『

吉
兆
な
る
誕

生
と
暦
』

 
天
文
学

 

㉒
 

イ
ル
ハ
ー
ン
天
文
表

 Zīj‐i	Īlkhānī 
I 109b–245b 

ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー

（1274
没
）『

イ
ル
ハ
ー
ン
天
文
表
』

 
天
文
学

 

㉓
 

才
能
の
論
証

 Burhān	al‐Kifāya 
I 欄

外
109b–198b 

ア
リ
ー
・
バ
ク
リ
ー
（13

世
紀
）『

才
能
の
論
証
』

 
天
文
学

 

㉔
 

獣
医
学

 Ba yṭara 
I 欄

外
203a 

無
名
氏
『
獣
医
学
の
知
識
に
関
す
る
梗
概
』

 
生
物
学

 
鷹
書

 Bāz ‐nām
a 

I 欄
外

203b–210b 
無
名
氏
『
鷹
書
』

 
生
物
学

 
㉕

 
60

の
表

 Jadw
al‐i	Sittīn 

I 欄
外

199a–202b  
無
名
氏
『60

の
表
』

 
天
文
学

 

㉖
 

選
史

 Tārīkh‐i	Guzīda 
235 b–325b; 

欄
外

 
235b–294b 

ハ
ム
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
・
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
（1344

以
降
没
）『

選
史
』

 
歴
史
学

 

 
 

325 b–328a 
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
説
話

 
歴
史
学

 

㉗
 

真
珠
の
王
冠
の
法
学

 Fiqh‐i	Durrat	al‐Tāj 
欄
外

 295b–323a 
ク
ト
ゥ
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ
ー

（1311
没
）『

真
珠
の
王
冠
』

 
百
科
事
典

 

㉘
 

医
学
の
目
的

 Aghrāḍ‐i	Ṭibb 
329b–441b;

欄
外

329b–408b 
ジ
ュ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
（1136

没
）『

医
学
の
目
的
』

 
医
学

 

㉙
 

錬
金
術
に
関
す
る
梗
概

 M
ukht aṣar	dar	

Kīm
iyā 

欄
外

412b–428b 
無
名
氏
『
錬
金
術
に
関
す
る
論
文
』

 
医
学

 

㉚
 

錬
金
薬
液
の
技
術

 Ṣanʿat‐i	Iksīr 
欄
外

409b–411b 
無
名
氏
『
錬
金
薬
液
の
技
術
』（

ラ
ー
ズ
ィ
ー
の
著
作

の
翻
訳
）

 
医
学

 

 
 

欄
外

429b–435a 
無
名
氏
『
鉱
石
の
書
』

 
鉱
物
学

 
㉛

 
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

 Uqlī dus 
L 343a–344a 

無
名
氏
『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
知
識
に
関
す
る
梗
概
』

 
天
文
学

 
㉜

 
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト

 M
ajistī 

 
 

天
文
学

 
㉝

 
規
則

 Aḥkām
 

 
 

天
文
学

 
㉞

 
ア
ブ
ー
・
マ
ア
シ
ャ
ル

 Abū	M
aʿshar 

 
 

天
文
学

 
㉟

 
驚
異
の
贈
物

 Tuḥfat	al‐Gharāyib 
L 欄

外
302b–332b 

ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
バ
リ
ー
（11

世
紀
）『

驚
異
の
贈
物
』 

博
物
誌

 

㊱
 

ペ
ル
シ
ア
語
辞
典

 Lughāt‐i	Furs 
欄
外

324b–329a 
ア
サ
デ
ィ
ー
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
（1072/3

頃
没
）『

ペ
ル
シ
ア
語
辞
典
』

 
辞
典

 

㊲
 

韻
律
学

 ʿArūḍ 
欄
外

323b–324b 
無
名
氏
『
韻
律
学
に
関
す
る
梗
概
』（

ラ
シ
ー
ド
・
ア

ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ワ
ト
ワ
ー
ト
『
魔
法
の
園
』
の
縮
約

版
）

 
修
辞
学

 

㊳
 

薔
薇
園
か
ら
の
抜
粋

 Sukhanān‐i	Gulistān 
欄
外

95a–97b 
サ
ア
デ
ィ
ー
（1292

頃
没
）『

薔
薇
園
』

 
教
訓

 
＊
葉
数
の
項
目
で
そ
の
前
に
何
も
記
し
て
い
な
い
も
の
は
リ
ス
ボ
ン

LA161
本
の
葉
数
、Iと

記
し
た
も
の
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

F1418
本
の
葉
数
、W

と
記

し
た
も
の
は
ロ
ン
ド
ン

Per474
本
の
葉
数
を
意
味
す
る
。

 
＊
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
施
し
て
い
る
作
品
は
目
次
に
書
名
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
意
味
す
る
。
そ
の
中

で
、
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
ロ
ン
ド
ン

Add27261
本
収
録
の
作
品
に
同
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は

L
の
記
号
を
付
し
て
葉
数
を
記
し
た
。
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：：
挿挿
絵絵
付付
大大
型型
傑傑
作作
集集
のの
目目
次次
とと
内内
容容

 
 

目
次
に
記
載
さ
れ
た
作
品
名

 
葉
数

 
内
容

 
分
野

 

①
 

ニ
ザ

ー
ミ

ー
の

五
部

作
か

ら
の

抜
粋

 
M
untakhab‐i	Kham

sa‐yi	Niẓām
ī 

4b–115a 
ニ
ザ
ー
ミ
ー
（1209

没
）『

五
部
作
』

 
文
学

 

②
 

鳥
の

言
葉

か
ら

の
抜

粋
 M

untakhab‐i	
M
anṭiq	al‐Ṭayr 

欄
外

4b–38b 
ア
ッ
タ
ー
ル
（1221

没
）『

鳥
の
言
葉
』

 
文
学

 

③
 

マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
ル
ー
ミ
ー
の
マ
ス
ナ
ウ
ィ

ー
か
ら
の
抜
粋

 M
untakhab‐i	M

athnaw
ī‐

yi	M
aw
lānā	Rūm

ī 
欄
外

39a–57 a  
ル
ー
ミ
ー
（1273

没
）『

マ
ス
ナ
ウ
ィ
ー
』

 
文
学

 

④
 

ア
ウ
ハ
デ
ィ
ー
の

10
の
書
簡

 Dah	Nām
a‐

yi	Aw
ḥadī 

欄
外

57b–66a 
ア
ウ
ハ
デ
ィ
ー
（1338

没
）『

恋
人
た
ち
の
言
葉
』

 
文
学

 

⑤
 

ナ
ー
ス

ィ
ル
・
フ
ス
ラ
ウ

の
光
明
の
書

 
Raw

shanā
īʾ‐nām

a‐yi	Nāṣir‐i	Khusraw
 

欄
外

67a–74a 
ナ
ー
ス
ィ
ル
・
フ
ス
ラ
ウ
（1088?没

）『
光
明
の
書
』 

文
学

 

⑥
 

サ
ナ

ー
イ

ー
の

庭
園

か
ら

の
抜

粋
 

M
untakhab‐i	Ḥadīqa‐yi	Sanā

īʾ 
欄
外

74b–80a 
サ
ナ
ー
イ
ー
（1134

没
）『

真
理
の
庭
園
』

 
文
学

 

⑦
 

最
小
限
度
額

 Niṣāb 
欄
外

80b–84b 
ア
ブ
ー
・
ナ
ス
ル
・
フ
ァ
ラ
ー
ヒ
ー
（1242

没
）『

若
者
た
ち
の
最
低
限
度
額
』

 
韻
文
辞
典

 

韻
文
型
法
学
書

 M
anẓūm

a‐yi	Fiqh 
欄
外

85a–88b 
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ブ
ハ
ー
ラ
ー
イ
ー
・
フ

ラ
ー
サ
ー
ニ
ー
（13

世
紀
）『

礼
拝
入
門
』

 
韻
文
法
学
書

 

⑧
 

韻
文
型
入
門
書

 M
adkhal‐i	M

anẓūm
a 

欄
外

88b–95a 
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
・
フ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ー

（13
世
紀
）『

韻
文
型
入
門
書
』

 
韻
文
天
文
学

書
 

⑨
 

グ
シ
ュ
タ
ー
ス
ブ
の
書

 Gushtāsb ‐nām
a 

115b–122a 
フ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
ィ
ー
（1025

没
）『

王
書
』

 
文
学

 
⑩

 
独
創
的
な
思
考

 Abkār	al‐Afkār 
122b–129a 

ラ
ー
ミ
ー
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
ィ
ー
（1392/3

没
）『

十
章
』 

文
学

 

⑪
 

タ
ウ
シ
ー
フ
を
用
い
た
頌
詩
と
技
巧
的
な

頌
詩

 Qaṣāyid‐i	Taw
shīḥāt	w

a	M
aṣnūʿāt 

130b–169b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
文
学

 

⑫
 

韻
律
を
用
い
た
頌
詩
と
連
歌
を
用
い
た
頌

詩
 Qaṣāyid‐i	ʿArūḍīya	w

a	Tarjiʿāt 
170a–200b 

様
々
な
詩
人
の
詩

 
文
学

 

⑬
 

抒
情
詩

 Ghazaliyāt 
201b–234b;

欄
外

160a–191b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
文
学

 

⑭
 

思
考
の
極
み
か
ら
の
抜
粋

 M
untakhab ‐i	

Natāyij	al‐Afkār 
欄
外

 130b–159b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
文
学

 

⑮
 

断
片
詩

 M
uqaṭṭaʿāt 

欄
外

192a–210b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
詩

 
⑯

 
四
行
詩

 Rub āiʿyāt 
欄
外

211a–229a 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
詩

 

⑰
 

単
体
詩

 M
ufradāt 

欄
外

229 b–230a 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
詩

 
謎
か
け

 M
uʿam

m
ayāt 

欄
外

230b–234b 
様
々
な
詩
人
の
詩

 
詩

 

⑱
 

占
星

術
師

た
ち

の
庭

園
 Ra w

ḍat	al‐
M
unajjim

īn 
I 1b–108b 

シ
ャ
フ
マ
ル
ダ
ー
ン
（11

世
紀
）『

占
星
術
師
た
ち
の

庭
園
』

 
天
文
学

 

⑲
 

年
々
の
規
則

 Aḥkām
	al‐Aʿw

ām
 

I 欄
外

1b–60b 
ア
ラ
ー
・
ム
ナ
ッ
ジ
ム
（13

世
紀
）『

年
々
の
規
則
』 

天
文
学

 
⑳

 
年
々
の
推
移
と
誕
生

 Taḥāw
īl‐i	Sinīn	w

a	
Taw

ālīd 
I 欄

外
61a–92a 

ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ジ
ャ
リ
ー
ル
・
ス

ィ
ジ
ュ
ジ
ー
（1020

没
）『

推
移
の
規
則
』

 

㉑
 

吉
兆

な
る

誕
生

と
暦

 
M
aw
lūd‐i	

Hum
āyūn	w

a	Taqw
īm

 
W 1b–80a 

イ
マ
ー
ド
・
ム
ナ
ッ
ジ
ム
（15

世
紀
）『

吉
兆
な
る
誕

生
と
暦
』

 
天
文
学

 

㉒
 

イ
ル
ハ
ー
ン
天
文
表

 Zīj‐i	Īlkhānī 
I 109b–245b 

ナ
ス
ィ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー

（1274
没
）『

イ
ル
ハ
ー
ン
天
文
表
』

 
天
文
学

 

㉓
 

才
能
の
論
証

 Burhān	al‐Kifāya 
I 欄

外
109b–198b 

ア
リ
ー
・
バ
ク
リ
ー
（13

世
紀
）『

才
能
の
論
証
』

 
天
文
学

 

㉔
 

獣
医
学

 Bayṭara 
I 欄

外
203a 

無
名
氏
『
獣
医
学
の
知
識
に
関
す
る
梗
概
』

 
生
物
学

 
鷹
書

 Bāz‐nām
a 

I 欄
外

203b–210b 
無
名
氏
『
鷹
書
』

 
生
物
学

 
㉕

 
60

の
表

 Jadw
al‐i	Sittīn 

I 欄
外

199a–202b  
無
名
氏
『60

の
表
』

 
天
文
学

 

㉖
 

選
史

 Tārīkh‐i	Guzīda 
235b–325b; 

欄
外

 
235b–294b 

ハ
ム
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
・
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
（1344

以
降
没
）『

選
史
』

 
歴
史
学

 

 
 

325b–328a 
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
説
話

 
歴
史
学

 

㉗
 

真
珠
の
王
冠
の
法
学

 Fiqh‐i	Durrat	al‐Tāj 
欄
外

 295b–323a 
ク
ト
ゥ
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ
ー

（1311
没
）『

真
珠
の
王
冠
』

 
百
科
事
典

 

㉘
 

医
学
の
目
的

 Aghrāḍ‐i	Ṭibb 
329b–441b;

欄
外

329b–408b 
ジ
ュ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
（1136

没
）『

医
学
の
目
的
』

 
医
学

 

㉙
 

錬
金
術
に
関
す
る
梗
概

 M
ukhtaṣar	dar	

Kīm
iyā 

欄
外

412b–428b 
無
名
氏
『
錬
金
術
に
関
す
る
論
文
』

 
医
学

 

㉚
 

錬
金
薬
液
の
技
術

 Ṣanʿat‐i	Iksīr 
欄
外

409b–411b 
無
名
氏
『
錬
金
薬
液
の
技
術
』（

ラ
ー
ズ
ィ
ー
の
著
作

の
翻
訳
）

 
医
学

 

 
 

欄
外

429b–435a 
無
名
氏
『
鉱
石
の
書
』

 
鉱
物
学

 
㉛

 
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

 Uqlīdus 
L 343a–344a 

無
名
氏
『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
知
識
に
関
す
る
梗
概
』

 
天
文
学

 
㉜

 
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト

 M
ajistī 

 
 

天
文
学

 
㉝

 
規
則

 Aḥkām
 

 
 

天
文
学

 
㉞

 
ア
ブ
ー
・
マ
ア
シ
ャ
ル

 Abū	M
aʿshar 

 
 

天
文
学

 
㉟

 
驚
異
の
贈
物

 Tuḥfat	al‐Gharāyib 
L 欄

外
302b–332b 

ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
バ
リ
ー
（11

世
紀
）『

驚
異
の
贈
物
』 

博
物
誌

 

㊱
 

ペ
ル
シ
ア
語
辞
典

 Lughāt‐i	Furs 
欄
外

324b–329a 
ア
サ
デ
ィ
ー
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
（1072/3

頃
没
）『

ペ
ル
シ
ア
語
辞
典
』

 
辞
典

 

㊲
 

韻
律
学

 ʿArūḍ 
欄
外

323b–324b 
無
名
氏
『
韻
律
学
に
関
す
る
梗
概
』（

ラ
シ
ー
ド
・
ア

ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ワ
ト
ワ
ー
ト
『
魔
法
の
園
』
の
縮
約

版
）

 
修
辞
学

 

㊳
 

薔
薇
園
か
ら
の
抜
粋

 Sukhanān‐i	Gulistān 
欄
外

95a–97b 
サ
ア
デ
ィ
ー
（1292

頃
没
）『

薔
薇
園
』

 
教
訓

 
＊
葉
数
の
項
目
で
そ
の
前
に
何
も
記
し
て
い
な
い
も
の
は
リ
ス
ボ
ン

LA161
本
の
葉
数
、Iと

記
し
た
も
の
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

F1418
本
の
葉
数
、W

と
記

し
た
も
の
は
ロ
ン
ド
ン

Per474
本
の
葉
数
を
意
味
す
る
。

 
＊
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
施
し
て
い
る
作
品
は
目
次
に
書
名
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
挿
絵
付
大
型
傑
作
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
意
味
す
る
。
そ
の
中

で
、
挿
絵
付
小
型
傑
作
集
ロ
ン
ド
ン

Add27261
本
収
録
の
作
品
に
同
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は

L
の
記
号
を
付
し
て
葉
数
を
記
し
た
。
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テ
ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
け
る
学
芸
保
護
と
学
知
（
大
塚
）

Cultural Patronage and Scholarly Knowledge in the Court of a 
Timurid Prince: Research on the Anthologies of Iskandar Sulṭān
 

OTSUKA, Osamu 

It is well-known that Iskandar Sulṭān, a prince of the Timurid Dy-
nasty, was one of the most vigorous patrons of manuscript production in 
the Persianate Societies. His cultural patronage is reflected in the fact 
that during his short life he had ordered the production of several illus-
trated anthologies of Persian works in prose and verse, including one of 
the most renowned masterpieces of Islamic art, “Iskandar Sulṭān’s horo-
scope” preserved in Wellcome Institute, London (Ms. WMS. Per. 474). 
Although some anthologies have attracted much attention from art 
historians for their magnificent ornaments and miniatures, their con-
tents have not been comprehensively examined via philological study. 
This article is a serious philological study of the anthologies of Iskandar 
Sulṭān, mainly based on his famous illustrated anthology preserved in 
the Calouste Gulbenkian Museum in Lisbon (Ms. LA 161), whose man-
uscript catalogues have not yet been published. A close analysis reveals 
that they include diverse fields of Persian works such as literature, 
lexicography, Islamic law, poetics, astronomy, biology, history, medi-
cine, alchemy, and mineralogy in both prose and verse style, some of 
whose titles are identified by this article. They reflect his wide-ranging 
scholarly interest. As has been noted in previous studies, they highlight 
Iskandar Sulṭān’s vision as a great intellectual. However, he was not 
equally well-versed on all topics. Notably, his anthologies include not 
only long, detailed works, but also short, summarized ones, whose titles 
and authors are often anonymous. Some summarized works seem to be 
written upon his request, including the alchemical Mirror of Iskandar, 
named after Iskandar Sulṭān. These summarized works are simple to 
read and may reflect the patron’s genuine scholarly interest and his 
level of knowledge. Although we tend to pay attention to other, more 
detailed major works, it is also important to examine summarized anon-
ymous works. Anthologies produced in the Persianate Societies, which 
may encourage the reconsideration of cultural patronage and scholarly 
knowledge in Muslim dynasties, await detailed study.
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